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注l…原文「題峡山抱福巌」

注2…原文「抱福洞天消海
頭」

注 3…Xa An Khanh, huy�n 

郎ng Triさu, tinh Quang Ninh. 

[0ao Phu(Jng Blnh I 978 : 

106] 

注4…黎朝の聖宗は、儒教
の精神に従い科挙制度や官
僚制度の改革と充実に勤め
黎朝に最盛期をもたらし
た皇帝として名高い[Le
Thanh Kh6i 1955 : 222-
231. 1981 : 225-245] 

注5 ・ ・ ・ 『大越史記全書』本
紀、 巻十二、 黎紀、 聖宗淳
皇帝の条巻頭に「（前略）
帝を迎えて即位せしむ。 時
に帝年は十八、入りて大
統を承ぎ、 天南洞主と称
す。 廟号は聖宗なり。」原
文「（前略）迎帝即位。 時
帝年十八 、 入承大統、称天
南洞主。 廟号聖宗。」

本稿の目的は、洞天福地思想と南岳魏華存信仰の受容を中心に、16世紀前

後のベトナムにおける道教の展開を考察することである。

唐代以降、中国の道教典籍にはベトナムの福地が記される。 司馬承禎（ 647

~735)撰『天地宮府図』や杜光庭（ 850?~9 33)撰『洞天福地岳漬名山記』

には「交州安山」という記載があり、これは現ベトナム北部東境の安子山に比

定される［拙稿2013b : 65 , 84 note(l),(2)]。 また宋の李思聡の『洞 淵集』巻

四所収『洞天海岳名山図』によれば、元は現中国の広東省連県に位置した抱福

山という福地が、11世紀頃にベトナム北部へ移った事象もある[ibid.77 -7 8]。

反面ベトナム人自身が、洞天福地思想を受容したことを示す史料は長く沈

黙を続けた。 ようやく陳朝期ベトナム(1225~1400)において、14世紀に

活躍した文人官僚である苑師孟（ ？～？） が、七言律詩「峡山の抱福巌に題

す」 ＂ に「抱福洞天は消海の頭（ 下略）」
＊2 と詠った[Dao Ph四ng Binh 1978 

l06]。 これは広東から移動した福地抱福山 に相応するベトナムの「抱福巌」

または「抱福洞 」をテ ーマにして作った詩であり、その場所は既述の安子山に

近いクアンニン省ドンチェウ県アンカイン社 •3 付近に位 置する。 この苑師孟

の詩は、ベトナム側でも安子山周辺を道教の聖地として認識したことを示して

いる。 後代、黎朝(1428~17 89)第5代皇帝の聖宗（在位1 460~1497)

•4 は、自らを「天南洞 主」
・5 と名乗った。 この自称には、南方における洞天の

主人というようなニュアンスが源う。 本稿2- 1 で後述するように、この聖

宗は道教にかなり親和性があった。 しかし、この「天南洞主」とは実際に何を

意味し、なぜそう名乗ったのか史料は沈黙している。

このように、単に「洞天福地」という用語をなぞるだけでなく、ベトナム人

自身が洞天福地思想をどのように受容したのかを直接示す史料は、1 6世紀以

前では乏しい。 しかしながら、それ以前に著された中国やベトナムの古典文学

作品に、神仙の住まう地 下世界や海上を漂流する仙島によって中国ベトナム間

が結ばれるモチー フが継続していることを着目したい。 これは、中国・ベトナ

ム間における絶えざる交流の暗喩であり、またその間にベトナムおいては洞天

福地思想などの中国思想文化の摂取が行われていたと思われる。 そして、1 6

世紀の漢文小説『伝奇漫録』に記された「徐式仙婚録」という文学作品に、南

海を漂流する仙島の隠された洞窟において南岳の女仙魏華存が、徐式というべ
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トナムの青年と応対するモチー フが現れる。 本稿 筆者は、 ここにようやくベト

ナム人が洞天福地思想を咀哨した一端が示されていると思われる。 このモチー

フがベトナム人に愛好されたことを示しているのが、 翫朝(18 02 ~194 5)

の紹治 7年( 184 7)の刊記があるベトナムの仙伝集『会真編』である（拙稿

1994a]。 たとえば『会真編』に記載される仙人の過半は、 独立して他の係累

は別記されない。 それに対して、南岳や「徐式仙婚録」に見える仙境の碧桃洞（現

徐式洞 ） に関わる黄山真人（徐式）、 鋒香仙子（徐式の妻）、 緯嬌仙子（南岳仙

妹：霞鋒嬌）、 安国真人（締嬌仙子の夫）、 製衣仙子（碧桃洞 に出現） という複

数の仙人が掲載されているのである。

『会真編』を初めて体系的に研究したチュオン ・ ディン ・ ホエ ーは、 ベトナ

ムの仙人が山、 洞窟、 池、 寺院に好んで現れ、 特に「徐式仙婚録」のヒロイ

ン鋒香が、 中国の聖山である五岳の南岳から到来したことを指摘している。

[Truang Dinh Hoe 1988 : 54]。 またベトナムの道教が特に発展した時期を、 黎朝

後半期（1533~178 9)と述べている[ibid.: 52]。 しかし、 南岳や洞天という

概念が、 どのような過程でベトナムヘ伝播し受容されていったか、 綽香の主人

である魏華存とベトナムとの関係について、 そして、 具体的にどの時点でベト

ナム道教が新たな展開があったのか、 さらには、 その発展と「徐式仙婚録」に

おける南岳や洞天の表出との関係という重要な問題については特に言及してい

ない。 そこで本稿の目的を達成するために以下の問題を検討する。

① 『伝奇漫録』の「徐式仙婚録」見える洞天について。

② 仏寺碑文から見た北部ベトナムにおける洞天福地思想展開の時期。

③ 「徐式仙婚録」 に著された洞天に登場する中国南岳の女仙魏華存の信仰が

ベトナムにも伝播した可能性の検討。

④ 「徐式仙婚録」の重要な舞台が、 ベトナム中部北端の愛州、 現在のタイン

ホア省東北海岸に出 現した仙島に設定された理由。

⑤ 「徐式仙婚録」が創造された背景と考えられる 15世紀末～ 16世紀初期の

ベトナムにおける道教の展開

上記の諸問題に加えて、 ベトナムにおける中国の文化受容における模倣と独

創の発揮という事象についても考えてみたい。

1. 『伝奇漫録』の「徐式仙婚録」

ベトナムの『伝奇漫録』は、 院嶼(Nguy€n Dii:グェン ・ ズー ： ？～？） が

著した 20話からなる漢文短編小説集である。 黎朝( 1428 ~1789)の永盛

8年(1712 )刊行『伝奇漫録』いわゆる旧編『伝奇漫録』に、 何善漢が序文

16世紀ベトナムにおける道教の展開 39 



注6•••原文「観其文辞不出

宗吉藩簾之外」

注7 …原文「輩宗吉著剪灯

新話」
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を書いたのが莫朝(1527~1677)の永定元年（黎朝の元和15 年）で、 これ

が西暦の154 7年に相当する。 従って、 この序文の書かれた時点を遠く離れな

い16世紀前半期に、『伝奇漫録』は成立したと見なされている［川本1998:5]。

何善漢は、 1547年に著した序文の中で「其の文辞を観るに宗吉の藩踊（か

きね）の外に出でず」
＊6 と述べている。 この序文を掲載した旧編『伝奇漫録』

はこの引用箇所に「関宗吉は剪灯新話を著す」” という割註を入れている。 こ

のように 『伝奇漫録』は、 中国明代の羅佑（字は宗吉：1341~14 27)が

1378年頃に著した『剪灯新話』 の翻案であるとベトナム人自身が古くから指
摘している。 また後代においてもフランスのエミ ール・ ガスパルドンや日本の

奥野信太郎により、 『伝奇漫録』が『剪灯新話』の模倣または翻案であること

が再確認されている[Gaspardon1934 : 128]［奥野194 0 : 357, 358]。

しかしながら、 奥野信太郎は同時に「この小説集の体裁なり、 内容なりが一

見純然たる支那伝奇小説であるにも拘らず、 物語中の地域はすべて安南地方に

限られ、 物語を構成してゆく諸人物は悉く安南人であるということを見逃して

はならないのである」［奥野ibid : 358, 359] と述べている。 奥野が注意を喚

起しているように本来ベトナムの古典文学作品は筋書きから登場人物に至るま

で、 構成要素の多くを中国の古典小説を精密にコピ ーしたものが多い［拙稿

2013a : 103-106]。

こうした傾向に対し、 『伝奇漫録』はベトナムの諸事象を豊富に取り入れて

いる点で前近代ベトナム文学史上特異な存在である。 そして、 奥野は『伝奇漫

録』には「安南の地方的民話」が利用され付会されているとも考察している［奥

野ibid: 362]。 またベトナムのチャン・ギアは、 『伝奇漫録』20話中の11話

が『剪灯新話』と直接関係の無いベトナムの民間伝説を元に創作されていたと

分析している[Tr.in Nghia 1987 : 12]。

このように『伝奇漫録』は、 著された当時の諸事象を濃厚に反映している。

これは、 この文学作品が、 文献史料の少ない16世紀ベトナムの思想や信仰を

復元する重要な手がかりになる記事を、 多く含んでいることに他ならない。

とりわけ、 この『伝奇漫録』に収められた「徐式仙婚録」には、「洞天」と「南

岳魏華存」という管見の及ぶ所それまでベトナムの文献上に見られなかった道

教の重要な語旬が表出していることに注意を喚起される。 そこで、 本稿ではま

ず「徐式仙婚録」の洞天について、 次にその洞天に住まう南岳魏華存について

考察を進めることとする。

1 -1 『伝奇漫録』の「徐式仙婚録」に見える洞天と魏華存

「徐式仙婚録」の概要は、 仙女の危難を救った青年が、 海島の洞天でその仙

女と再会し結婚しながら故郷が忘れられずついに仙女と離別するという筋書

きである。 その冒頭は以下のようである。



陳の光泰中、 化州の人徐式、 父の蔭を以って仙遊県の宰に補せらる。 県の

傍（かたわら）の古刹に、牡丹一本有り、春期は盛んに開き、 開く時毎に、

輪（くるま）と蹄（うま）は翁集（つどいあつ）まり、花を看て勝会たり。

丙子年の二月、 一美妹見（あら）われ、 年十五六、 薄く粉黛を施し、 顔色

は絶（はなはだ）整いたり。 前（すす）み来たりて花を看んとし、 花の枝

を攀（ね）じ挽（ひ）きたるに、 脆（もろ） ＜して偶（たまたま）折れ、

花を護る人の執（とら）える所となれり。 日は既に暮れ、人の承認（うけお）

う無し。 徐は適（たまたま）見て、 之を憐（あわ）れみ 、 服（き）る所

の白絹の衣を解いて、 僧房に就（おもむ）き購いて之を遣（かえ）さしむ

＊8。（ 下略）

上記のように 「徐式仙婚録」は、 陳朝の光泰年間(1388~1398)、 化州
＊9

の人で徐式という人物が、 父の蔭位によって仙遊県 ＂° を司る官吏となって赴

任した、 という書き出しで始まる。 丙子年つまり光泰九年( 1396)の二月に、

仏教寺院の牡丹会で花を折って捕らえられた美少女を徐式が救ったことが述べ

られている。

『伝奇漫録』を研究した台湾の陳益源は、 陳朝の文人である苑師孟（？～

1365)の七言律詩 「仏跡山に遊び偶（たまたま）題（つく）る」に、

遊仏跡山偶題 仏跡山に遊び偶（たまたま）題（つく）る

吟鞭詞客上昭饒 詞を吟い鞭（はげ）み、 客は昭燒（けわ）しきを上り、

踏偏招提絶世雛 循＜踏む招提、 世に絶（はなは）だ雛（かまびす）し。

松浪翻風寒洞口 松浪は風に翻って洞口寒く、

泉神抱吊勒山腰 泉神は吊を抱（ひ）いて山腰に勒（きざ）む。

群峰姻霧三神島 群峰に姻霧あり三神の島、

万痰笙錨九奏詔 万疲の笙と鋪（おおがね）もて九奏の詔。

徐氏怪奇休説着 徐氏の怪奇は休（おお）いに説き着（と）どき、

徘徊吟罷又吹籠 徘徊し吟じ罷めて又篇を吹く。

[Dao Phucmg Binh 1978 : 93] 

と詠われる中に、「徐氏の怪奇は休（おお）いに説き着（と）どき」という

記述に着目し、 「徐式仙婚録」の原話が陳朝期には既にあったのではないかと

推測している[Tr�n ich Nguyen 2000 : 210]。

本稿筆者は、 本稿3-3で後述するように 「徐式仙婚録」のモチー フは、 唐

代伝奇の「崖燐伝」ならびにそれを翻案したベトナムの説話集『嶺南拙怪』の 「越

井伝」に酷似している。 このことから、陳益源が推断するように 「徐式仙婚録」

注8•••原文「陳光泰中、 化
州人徐式、 以父蔭補仙遊県
宰。 県傍古刹、有牡丹一本、
春期盛開、 毎開時、 輪蹄翁
集、 為看花勝会。 丙子年ニ
月、 見一美妹、 年十五六、
薄施粉黛、 顔色絶整。 前来
看花、攀挽花枝、脆而偶折、
為應花人所執。 日既暮、 無
人承認。 徐適見 、 憐之 、 解
所服白絹衣、 就僧房購而遣
之。（下略）」

注9…化州：現ベトナム中
部トウアティエン — フエ
省 (Tinh Thua Thien - Huも）
に相当する陳朝期の地方行
政地域［陳他1986 : 200] 

注lO•••仙遊県：現ベトナ
ム北部バクニン省ニン省
ティエンズー県 (Du, tinh 

B恥Ninh) に相当する陳朝
期の地方行政 地 域[0inh

Xuan Yinh 2002 : 651] 
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注11••• 原文「一日早作、
望神符海口 、 数十里外 、 見
五彩祥雲、 鬱葱盤結、 如蓮
花湧出。 樟船径抵、 則佳山
也。」

注12•••原文「縞袂仙蛾」
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「タインホア省徐式洞周辺図」[Robequain 1929: Tome I, 
Planche No.1] より作区l

の原話の形成は陳朝期以前に遡る可能性が高いと考えることができる。

ただ、 「徐式仙婚録」の原話で重要なことは、 上記の通り11~14 世紀李陳朝

期の 「越井伝」も16世紀莫朝期の「徐式仙婚録」も、 唐代文学作品を常に基

盤に置いていることである。 そしてその基盤の上に、 これらがそれぞれ唐代文

学を精密に模倣した時期と、 模倣しながらも「徐式仙婚録」へ新たな創造が加

えられた差異に注目したいのである。

こうした問題は、 本稿第3章で詳述することとし、 「徐式仙婚録」に記され

た洞天のことに論述を進めたい。

「徐式仙婚録」は、 先述の内容に引き続いて、 主人公の徐式は地方官僚を退

職して、 中部ベトナム北境現タインホア省(TinhThanh H6a)北東にかつて

存在した河口である神符海口に遊んだ。 そのくだりは以下のようである。

一日早作（あけがたにお）き、 神符海口を望めば、 数十里の外、五彩の祥

（めでた）き雲見（あら）われ、鬱葱（きがさか）んに盤結（わだかま）り、

蓮の花の如きもの湧き出だせり。 船を捧（すす）めて径（ただ）ちに抵（い

た）れば、 則ち佳（うつく）しき山なり
寧II

o 

山の石壁がにわかに開いて、 その中に朱の門に銀の宮殿があった。 そこから

現れた青 い衣の女性二人に導かれるまま宮殿に入ると、 その楼閣上に白絹の袂

の着物をまとった仙女
・

12 が現れて、 こう徐式に語った。

卿は安（いずく）んぞ之を識るを得んや。 此はいわゆる浮莱山三十六綱天

の第六窟なり。 周りは涙渤（うみ）に遭い、 下は根の著くる無く、 羅と浮



徐式洞

の二岳が風雨を以って合い離れ、蓬莱の諸峯が波濤を以って伸縮するが如

し。 而して妾は即ち南岳の地仙魏夫人なり。 卿の高き義が能く人の困しみ

を給（のぞ）きしを以って、屈（ま）げて激（むか）えんと欲して此に至

るなり。 因って侍児に 目（め く ばせ） して、「阿娘を喚（よ） びて来た ら

しめよ。」、徐は籟（ひそか） に之を呪（み） しに、乃 ち 前に花を折りし

人なり。 仙蛾は指さして謂いて曰く 「此れ我児の絲香なり。 昨（きのう）

花を看（み） しの厄有りて、君の救援を蒙（こう）むる。 此れ意（おも）

うて忘れず。 佳婚を結び、少し く 之に貿（あがな） わざ り し恵みに報いん

と欲す。」 と
＊ 1 30

こ こ で、仙女が語る 「浮莱山三十六網天の第六窟なり」という場面の設定と、

さらにそこは 「羅と浮の二岳が風雨を以って合い離れ、蓬莱の諸峯が波濤を以っ

て伸縮する」 と い う 場面の背景に注目される。 こ こでは本稿l - 2 、 1 - 3で

述べるように、ベトナム人の考えた新たな洞 天の概念と、それが 「離合」した

り 「伸縮」したりするという思考が示されている。

さ らに、この仙女は南岳の魏夫人こと、中国の著名な女仙である魏華存であ

ると 名乗 り 、この仙島に住まいを移 しているこ と に も 留意 し た い。

1 - 2 「浮莱山」 について 一 交州沖を浮遊する 山 一

徐式が訪れた仙境は、ベトナム中部北 境タインホア省 ガー ソ ン県 (Huy�n

Nga San )の鍾乳洞に想定され、その名 も 徐式洞 （別名は碧桃洞） と い う 。

20 14 年 5 月 4日、本稿筆者は徐式洞 を訪れた 。 当 日午前 7 時 30 分にハ ノ
イ 市南郊ザ ッ プバ ッ ト C Giap Bat ) の長距離バ ス停留所から、ガー ソ ン県直

行バスに乗車、午前 10 時にガー ソン県中央公園に到着した。 ハ ノイから南行

1 32km、2 時間半の行程であった。 中央公園か ら 北東 7 k m に 徐式洞がある。

注 1 3… 原文「卿安得而識

之耶。 此所謂浮莱山三十六

綱天之第六窟也。周遭浪渤、

下無根著、 如羅浮二岳、 以

風雨合離、 蓬莱諸峯、 以波

濤伸縮。 而妾即南岳地仙魏

夫人也。 以卿高義、 能給人

之困、 欲屈激至此。 因 目 侍

児、 喚阿娘来。 削除徐籟脱

之、 乃前折花人也。 仙蛾指

謂曰、 此我児絲香、 昨有看

花之厄。 蒙君救援、 此意不

忘。 欲結佳婚、 少報不貨之

恵。」
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徐式洞遠景

神投山方向

注 1 4 · • • 原文「此 山本名蓬

莱山、 一峰在海中、 与羅山

合、 因名焉」
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徐式洞口内部

この徐式洞は、 ベトナムの北部と中部の間を隔てるター ムディ エ ッ プ（三畳）

山脈 ( Day nui Tam Di�p ) の西端にある石灰岩丘陵の中腹に位置する。 本稿 4

- 1 で言及する神符海口に程近い。 その周辺は海岸線から約 8 キ ロ メ ー トル離

れて いるけれ ど も、 かつては海中にあったようである [Robequai n 1929 : II .  

270]。 本稿 2 で述べるような、 かつては島であった仙境が、 やがて 陸地に接す

るというイメ ー ジを房馳とさせるロケー シ ョ ンである。

さて、 既述のように、 「徐式仙婚録」 には「浮莱山」の由来として。 「羅と浮

の二岳が風雨を以って合い離れ、 蓬莱の諸峯が波濤を以って伸縮するが如し。 」

と述べられている。 これによって 「浮莱山」は、 中国広東にある羅浮山と仙境

である蓬莱のイメ ージに沿って創造されたことが推測される。

羅浮山は、 周知の ごとく現在の中国広東省増城県東北に位置する名山であ

る。 『太平御覧』 巻四十一 、 地部六の、 羅浮山の条に引用される、 劉宋( 420

~ 4 79)の沈懐遠が著した 『南越志』 は「此の山、 本は蓬莱山と名づけられ、

一峰は海中に在って、 羅山と合し、 因って焉（これ） を名づく
・1 4。 」 と記して

いる。 これによれば、 羅浮山は陸にある羅山と海中にある浮山が合体して出来



た名前であること、 蓬莱山と同 一視されていたことが示されている。

この「浮山」は、 中 国南部だけではなく、 現在のベトナム北 部を示す交州と

も比較的早期から関係があった。 『芸文類緊』 巻八、 山部下、 交廣諸山の条に、

下記のような記載がある。

劉欣期の交州記に曰く、 浮石山、 海中に峙（そばだ） ち 、 高さ数十丈、 浮

びて水上に 在り
＊15

0

また『太平御覧』巻十四、 地部十四、 浮石山の条にも同様ながらより詳しい

記述がある。

交州記に 日 く 、 海中に浮石山有り、 而して峙する こと高さ数十丈、 永平営

を去ること百余里． 浮びて水上に 在り。 昔、 李遜は朱崖を征し、 その実（ま

こと） なるや否なるやを審（つまび） らかにせんと欲し、 長き索（つな）

牽（ひ） いて山の底を洞 過せしめんとす
＊16

0

こ こ には「交州記」とのみ記されているけれども、 内容に重なる所が多いの

で、『芸文類緊』が引 用する東晋 (3 17 ~4 20) の劉欣期の 『交州記』のこと

を示すと思われる。

この『太平御覧』引用「「交州記」文に 見える李遜とは、 東晋の太元五年( 380)

十月 に反乱を起 こ し、 東晋の軍人杜媛（ 32 7~410)に征伐された九真郡太

守の李遜のことであ ろ う
＊ 17。 李遜については『宋書』の杜慧度の伝に、 交州

で勢力を持ち朝廷派遣の官吏を拒もうとしたので征伐されたこと以外は記載が

無い。 李遜が海上に浮かぶ浮石山を見て、 その底を探らせたかどうかは虚構の

話であ ろう。 しかし、 こうした記載から見ると、 実際はともかく交州沖の浮石

山というもののイメ ー ジは、 六朝初期の頃にすでに存 在していたものと思われ

る。

このような「交州沖の浮石山」の伝承が、 ベトナム人の間でも伝えられて『伝

奇漫録』の「徐式仙婚録」 に見える「浮莱山」 の一半に反映したようだ。

「浮莱山」という仙境を形成するもう一つの要素と思われる蓬莱も、 比較的

早くからベトナム人に認識されていた。 例えば、 ベトナムの史書 『大越史記』

巻一、 黎紀、 大行王の天福 四年 (984) 年の条文が、 前黎朝 ( 980 ~100 9)

の初代皇帝黎桓（在位 9 80 ~100 9 )によって都の華間に 建設され た 宮殿群を

描写する中で「左に蓬莱殿を建て、 右に極楽殿を建て」
＊

1 8 という記事が見える。

ここには左右に対置された宮殿に、 道教の蓬莱と仏教の極楽が命名されており、

それぞれの宗教の理想郷として 当時の人々に認識されていたことが示されてい

る。 また時代は 下って陳朝の皇族である陳元旦(132 5~1 390)が詠った「月

注15•• •原文「劉欣期交州
記曰、 浮石山、 海中而峙、
高数十丈、 浮在水上。」 劉
欣期の 『交州記』 は、 清の
曾釧の輯本が伍崇曜の晦雅
堂刊行 『嶺南遺書』 第 68
冊に収められている。 こ の
輯本に付された曾釧の考証
によれば、 劉欣期は東晋の
太 元 年 間 （376~396) 以
後の人 物である。

注 16 · • •原文「 交 州 記 日、
海中有浮石山而峙高数十
丈、 去永平営百余里、 浮在
水上。 昔李遜征朱崖、 欲審
其実否、 牽長索干山底
洞過。」

注17• • •李遜の反乱は、 『晋
書』 本 紀 巻九 帝紀第 九、

太 元 五 年 、 冬十月の条及
び、 『宋書』 巻 九十二、 列
伝五十二、 良吏伝、 『南史』
巻 七十、 列伝六十、 循吏伝
に収められた杜緩の五男の
杜慧度の伝に見える。

注18· • •原文「左建蓬莱殿、

右建極楽殿」
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注 1 9• • •原 文 「題月 澗道録
太極之観妙堂」

注20• • •原 文 「湿洲薙島知
何在」

注2 1 … 原 文 「 第 一 童山、
名雷林天。 第六毒山、 名上

澗道録の太極の観妙堂に題す」
・ 19 という七言律詩の一節に、 「温洲蓬島何（い

ずれ）に在るや知らん」
・20 と、 同 じ く道教の中核たる神仙思想の理想 郷であ

る温洲と共に蓬島こと蓬莱島に言及している [Dao Phtra ng Bi nh 1978 : 169]。

以上を考え合わせれば、 「徐式仙婚録」に見える「浮莱山」 とは、 恐らく上

記の中国属領期から存在した 「交州 沖の浮石山」 の伝承と、 10世紀以降ベト

ナムの文献に現れる蓬莱への認識が結合して創作された仙境と思われる。

1 - 3 「浮莱山三十六銅天第六窟」について

「徐式仙婚録」 に見える「浮莱山三十六銅天の第六窟」 という記述は、 本稿

が考究する課題の一つである。 黎朝の永盛八年(1712)刊行の旧編『伝奇漫録』

は、 類庵と記された人物の註釈が本文に挿入されているので 「類庵会註本」 と

も呼ばれる。 その 「浮莱山三十六銅天の第六窟」に対する註釈は、 以下のよう

である。

第一 童 山、 霜林天と名 づく。 第六 毒山、 上帝司 る真の天と名 づく。 第

三十六尚、 金華洞元の天と名づく。 詳（つまびら）かに文苑に見る •2 1 0

帝司真之天、 第三十六銅金
一方、 『雲笈七識』巻二十七、 『天地宮府図』の三十六小洞天の第一 、 第六、

華山、 名金華洞元之天。 詳 第三十六の各条には、 以下のように記されている。
見文苑」

注22… 原 文 「第 一霧林山
洞、 周囲三千里、 名霧林洞
天」

注23… 原 文 「第六中岳嵩
山洞。 周廻三千里、 名曰司
馬洞天、 東都登封県。 （下
略）」

注24·• •原 文 「第三十六金
華山洞。 周廻五十里、 名 曰
金華洞元天、 在婆州金華県。
（下略）」
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第一雷桐山洞、 周囲三千里、 雷林洞天と名づく、 福州長渓県に在 り 。 （下略）
·22 

第六中嶽岳山洞、 周廻三千里、 名づけて 曰く司馬洞天、 東都登封県に在 り 。

（下略）•23
0 

第三十六金華山洞。 周廻五十里、 名づけて 曰く金華洞元天、 婆州金華県に

在 り （下略）•24
0 

旧編『伝奇漫録』の「徐式仙婚録」 の註の洞天と、 雲笈七識』巻二十七、 『天

地宮府図』の三十六小洞天を比較すれば以下のようになる。

【第一童山】 まず「第一童山、 名雷林天」 は、 『雲笈七鍛』の天地宮府図の 「第
一雷童山洞（中略）名雷林洞天」という記述にほぼ相応している。 従って、 「徐

式仙婚録」の 「第一童山」という註は、 中国の三十六小洞天の第一霜桐山洞を

イメ ー ジして 書かれたに違いない。

【第六毒山】徐式が訪れて魏華存や降仙と会った「第六窟」に重なる「第六毒山」

は、 『雲笈七蔽』 な ど 中国資料に見えない。 以下の本稿筆者の類推では、 恐ら



く「毒山」の 「毒」は、 上記「第一童山」 の「童」から派生して創造された語

旬と思われる。 1 8 世紀のベトナム語を収集して編纂したパ リ 外国宣教会コ ー

チシナ代表の ピニ ョ ー ・ドゥ ・ベー ヌ(17 41~ 1799)が 1773年に著した『安

南語ラテン語辞彙』がある。 「徐式仙婚録」に、 註が加えられた時点にやや遅

れて著された こ の辞書において、 「童」 [Pigneau 1 773 : 200] または「桐」 [ibid. :

201] もベトナム語は、 いずれも “ D6ng”、 そして毒山の 「毒」は “ D9c"[ibid. : 

201] と表記さ れている。 この 18世紀の辞書の表記 に従った “ Df>ng’' はカ タ カ

ナ表記では 「 ドン」、“DOc’' は「 ド ッ（ク）」である。 こ れらの語尾の発音は “06ng"

も ‘‘罰c’' も共に口を閉 じて頬をやや膨らませ、 “ D9c" :「 ド ッ （ク）」 の末尾音

の「ク」は、 口中にく ぐもるようで、 明瞭に「ク」とは発話しない。 また声調

も 下降するなど近似している。 こうした近似音から 「毒山」 の 「毒」 は、 「童

山」の 「童」から派生した可能性が高いと思われる。 また「第六窟」 に相当す

る天地宮府 図の第六洞天は、「第六中岳嵩山洞」である。 しかし「中山嵩山洞」

という概念は 「徐式仙婚録」の 「毒山」 に直接反映されていない。

翻って考えれば、 既述のように 「徐式仙婚録」の洞天は 「浮莱山」という「浮

山」 と 「蓬莱山」 の二つが一つに合わさった概念から成立している。 このこと

から類推を重ねれば、「徐式仙婚録」の洞天の中核たる「第六窟」は、「第三南

嶽衡山洞」の「三」の倍数の「六」 から創造されたのではなか ろうか。

【第三十六嗣金華山】 最後の「第三十六綱金華山」、「金華涸元之天」の部分は、

『雲笈七鍛』の天地宮府図の記述に相応している。 しかし、 「徐式仙婚録」 の当

該部分では、 まず 「三十六銅天」を全体として掲げている。 これは 「第三十六

番目の綱天」を意味するものではない。 従って、 この部分の記載は、 註釈の主

旨から離れた存 在である。

以上の浮莱山三十六綱天の第六窟に対する註釈の最後 に記さ れた、 洞天の詳

細が書かれているという 「文苑」は、 『文苑英華』とも思われる。 しかし、 同

書巻ー百五十九、 詩九、 地部一、 山の条文には、 上記 に直接かかわる記事は見

えない。 わずかに沈約の 「遊金華山」 という金華山に関する詩は掲載されてい

るものの、 こ の山あるいは他の洞天福地について言及はない。

ともあれ、 「徐式仙婚録」に記さ れた三洞天のうちで、第一童山と第六毒山は、

雷桐山と関連している。 これは、 呼称が変化しながらも、 ベトナムで霜童山 に

ついて長く認識されていた状況の一端を垣間見るように感 じられる。

こ の雷桐山は、 古くは雷山とも呼ばれた。 たとえば、 明の何喬遠 ( 1 559~

163 1) が著した現在の福建省の地誌『闇書』巻三十一、方域志、福寧州、寧徳県、

山の霜桐山の条文に、 梁の道士陶弘景が編纂した 『真詰』の稽神枢に記 された
「王と郡の二真人は、道を雷山に学べり。（下略）」

拿25 という記事を引用している。

こ の雷山は、 本稿のもう一つの課題である中国の女仙魏華存と関係があるけ

れども、 これは本稿の 3 - 1 で詳述したい。

注25…原文 「王郡二真人 、
学道霜山。 （下略 ）」
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小結

旧編『伝奇漫録』の「徐式仙婚録」に記されたベトナム風のという洞天は、
中国の各地に所在する洞天に比べて、 一つの島に集約されその規模の概念は小

ぶりである。 しかしまた、 これは入れ子細工のように小は大を兼ねるという陰

陽思想の影響と も 考え ら れる。 そして、 「徐式仙婚録」の中で南岳の魏華存が

その住まいする仙島浮莱山のありさまを「蓬莱の諸峯が波濤で伸縮するようだ」

と 記して いるのは、 本稿 3 で述べるよ う に中国 とベトナムの間における道教教

線の伸縮の隠喩のように思われる。 さらに、 「徐式仙婚録」 の洞天は、 蓬莱の

ような漂流する仙境という前代の認識を継承しつつ も 、 名称や組み合わせに少

し変化が見られる。

次の本稿 2 では、 この 「変化」つまりベトナムにおける洞天福地思想の普及

について、 この 「徐式仙婚録」が記された 16世紀前後におけるベトナム北部

の仏教碑文における 「洞天福地」 の記載の有無か ら 考えてみたい。

2 ． 仏寺碑文から 見たベ ト ナムにおける洞天福地思想展開の時期

「徐式仙婚録」に見える洞天福地思想は、 いつ ごろか らベトナムに普及展開

していたのであろ うか。 本稿序文で述べたように、 この経緯を示す文献史料

は乏しい。 しかし管見の及ぶ所、 北部ベトナムで採取された仏寺の碑文には、

1510年前後を境にして、 それ以前には洞天福地の用語が現れず、 それ以後に

言及される事象が見られる。 そこで、 洞天福地の用語の無記入と記入の事例を

二例づつ挙げ、 それぞれを検討してベトナムにおける洞天福地思想の普及時期

について考究する。

2 - 1  1 5 世紀末か ら 1 6 世紀初頭の仏寺碑文の「福地」 無記入

黎朝前期(14 28~1527)、 15世紀末から 16世紀初 めのベトナム仏寺碑

文には 「洞天福地」 用語が記されていない。 この事象について以下 2 つの碑文

注 2 6 . . · C h u a  N g a M y, にから考究する。
phucrng H oang Van Th \l, 
qu�n Ho血g Mai, Th抑h ph6 

Ha N(\i. 

注27 ・ ・ ・ 『 峨 眉 寺 碑 』 ： 漢
哺研究院所蔵、 請 求 番 号
50702 、 [Ph(lm Th i Thuy 
Vinh 20 l4 : 300 - 3 1 1 ] 。
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2 - 1  - 1  1 497 年撰述 『峨眉寺碑』 における 「洞天福地」 用語の無記入

現ハ ノイ市街南部に相当するホア ンマ ーイ郡ホア ン ヴ ァ ン ト ゥ坊ガー ミイー

（峨眉）寺 •2
6 の碑文 『峨眉寺碑』

＊27 しま 、 黎朝聖宗の末年の洪徳 28年(1497)

に撰述された。 その前半は以下のように刻まれている。

ロ ロ
＊28 清灌県黄梅社峨眉寺碑銘井びに序

聖人の教えは仁義の綱常に外ならず、 仏家の言は ［性は］ 慈 ［悲］ 清浄に ［生］



ず。 又戒恵定の三言を挙げて、 貪噴療を治 める要法と為す。 天堂地獄のロ

ロロ ［現われたり］ の論有り。 其の民をして悪を去り善へ遷し ［我］ にロ

を勧 めし所以 （ゆえん）なり。 其れ初 めは中国に入らんとする意は有らざ

るなり。 帝 自 から使いを遣して之を迎えしのみ。 士大夫は往きて 口敬んで

信 じ □ □ 口之に命ず。 民 なれば則ち皆風に靡（なび）き 影に従い、 奔走

し之に服事 （つか）えて暇 （いとま）あらず。 凡そ 中華の名山勝地は皆宝

刹を建て て以って 之を崇奉す。 此れ黄梅社峨眉 寺の由って立 ちし所なり。

李朝已往、 名藍に中（あ た）っ て頗る聞 え、 或いは 廃興挙げて 枚（かぞ）

えるべからず。

光順四年、 大智字は純忠居士、 貿 （しきん）を発し次家を締構（かま）え

し も 、 年を歴て蓼 （さび）しく口頗る 已に口挙たり。 今なれば則ち僧清燦

及び清閑居士は同 （とも）に率 （さきだち）て里ねて修（つく）りし貨カ

浅からず。 鼓（ く わだて）し輩（ともがら）は口美は輪（ひろ）がり美は

奥（かが）やき、 善男善女は共に徳口に依り、 皆景 （した）い仰いで其の

心を用いしの篤（あつ）きと、 夫 （そ）の人を昴 （は げ）まして善を為さ

しめんとする意を憑（さかん）に嘉（よろ こ）びしは取るべきと為（お も）

うなり。

銘に曰 く 、 天は覆い地は載せ。 口人は大を為す。 （下略）＊29 

ここには、 まず儒教と仏教の思想概要、 中国への仏教初伝、 皇帝、 士大夫、

庶民の仏教信仰の様相が述べられている。 続いて、 中国では 「名山勝山」 には

すべて仏寺が建立されているので峨眉寺も建立されたという創建の理由が説か

れた後、 李朝( 1009~ 1225)以来続 く 峨眉寺の沿革に言及される。 しかし、

その沿革で明らかなのは、 同 じく聖宗治下の光順四年( 14 63)に、 大智あざ

なは純忠という居士の別荘となりながら、 経年劣化したのを僧の清燦及び清閑

居士が共に修築したことのみである。

この 『峨眉 寺碑』 の撰者について、 碑文の末尾に 「洪徳戴拾捌年参月 初豊日、

賜進士謹事郎国子監礼記兼太常寺寺丞翫憫撰」 と記している。 この撰者は科挙

の進士合格者の翫憫で、 聖宗がその充実に尽力した当時の官立大学である 国子

監の属官と、 儀礼や祭祀を司る太常寺[ Le Kim Ngan 1963 : 75] の属官を兼

務した人物である。

上記のように彼が撰述した『峨眉寺碑』には、 中 国において 「名山勝地」 に

仏寺が建て られるから峨眉 寺 も 建立されたとのみ記されている。 「名山勝地」

とは、 有名な山と優れた景色の地という意味に他ならず、 極 めて漠然とした立

地条件である。 本稿 4 - 2 で後述するように、 院憫の仕 える聖宗は道教の信仰

を行 っ ていたけれども、 聖宗の治世最末年に至っても中国式教養を保持してい

ると思われる官僚の記す碑文には、 後代のような洞天福地の用語の使用や、 風

注28 ・ ・ ・ 『峨眉寺碑』 は 、 フ ァ
ム ・ テ ィ ・ ト ウ イ ー ・ ヴィ
ン [Ph(lm Thi Thuy Vinh 
2010 : 60 - 69] [Ph(lm Thi 
Thuy Vinh 20 14 : 300 - 31 I ]  
で既に掲載 さ れ、 その編纂
凡例で掲載碑文の ［］ 内 は
原文が摩滅 し て 判 読不能
の字 と 定 め て い る [ibid. :
48] 。 本稿第 2 章引用の碑
文の口 は こ れに倣 う 。 なお
碑文内の ［］ に記入された
漢字の用例について特記 し
ていな いが、 碑文選集の編
集者が判読 した漢字 と思わ
れる ので、 本稿も暫時これ
に倣う こ と とする。

注29· · ·原文 「 口 □清淵県
黄梅社峨眉寺碑銘井序。 聖
人之教不外乎仁義綱常、 仏
家之言 ［性生］ 乎慈 ［悲］
清浄。 又挙戒恵定三言、 為
治貪唄凝之要法。 有天堂地
獄之ロロロ ［現］ 之論。 其
所以使民去悪遷善勧 ［我］
口其初非有意於入中国也。
帝自遣使迎之耳。 士大夫往
口敬信□口命之。 民則皆風
靡影従、 奔走服事之不暇。
凡中華名山勝地皆建宝刹以
崇奉之。 此黄梅社峨眉寺之
所由立也。 李朝已往、 中名
藍頗聞。 或廃興不可枚挙。
光順四年 、 大智字純忠居士
発家貨締構次家、 歴年蓼口
頗已口挙。 今則僧清燦及清
閑居士 同率重修貨力 不浅。
肢輩□美輪美奥、 善男善女
共依徳口、 皆景仰憑嘉其用
心之篤興夫筋人為善之意、

為可取也。 銘日、天覆地載、
口人為大、 （下略）」
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注 30…Chua Minh Khanh, 

xli Huong D\li, huy�n Thanh 

Ha,tinh Hai Duong 

注3 1 ・ ・ ・ 『明慶大名藍碑』 ：
漢哺研究院所蔵、 請求番号
1 1 4 1 7、 [Ph.im Th i Thuy 
Vinh 20 14:544 - 552] 。

注32• • •原 文 「南策府渚河
県春袋社大悲院明慶寺、 酒
前朝陳仁宗修行之地、 而血
書□□口干神前曰也、 竹林
大仏浄慧覚王調御主□既命
之為小西方ロ一邑之ロロ。
是勝蹟祇園世界、 葉風吹却
於桑門竺国楼台宝地、 光浮
於花県。 斯時僧人酒掃旦夕
焚香□明奉事侍乎、 懇祷霊
応労激。 雖遇時兵火 自兵火
耳、 何損乎用園之壮観哉。
於己巳年拾壼月初□ 日 、 聖
駕上西都城、 天人順応、 大
興仁義之兵、 士女俊蘇、 思
得寵明之主。 其潜邸口臣部
口帰干本寺、 頓首懇祇盆心
黙祷干陳仁宗皇帝位。 聖上
光臨宝位、 其□口之口已□

副於口之口望□口 □皇上、
皇帝陛下勅賜喝忠将軍錦衣
衛指揮使知号令司力士直金
光殿、可謂君臣巡合魚水縁、
諧因此部枚奉乞ロロロロロ
口名□ 口□口 □口奉事材社
之因、 昴勝欣幸。 今絃士等
福址重修法門改観、 瑚成之
日 人欽慕之。 令千載後□ 口
絃□口不□ロロロロロ、 刻
碑文干寺之左。 銘 曰、 椅口
明口、 地口尋常。 （下略）」
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水の条件の記述をまだ認 めることが出来ない。 このことは翫佃が儒教を専ーに

信奉して道教の影響を避けようとしていたことがまず考えられる。 しかし、 同

時に中国の文献を通 じた道教のテ ク ニ カルタームが、 文人官僚内で十分普及し

ていなかったことも示されている。

2 - 1 - 2 1511 年撰述 『明慶大名藍碑』における 「洞天福地」 用語の無記

入

北部ベトナムの紅河デルタ東境に位置する現ハイ ズオン省タイ ンハー県フォ

ン ダイ社 ミ ー ン カイン（明慶）寺 •30 の碑文『明慶大名 藍碑』•31 しま、 黎朝第 9

代皇帝襄翼帝（在位 1509~151 6)の洪順三年(1 511)に撰述された。 そ

の前半は以下のように刻まれている。

南策府清河県春袋社大悲院明慶寺は、 酒（すなわ）ち前朝の陳の仁宗の修

行の地にして、 血もて神前にロロロ書いて曰く、 竹林大仏浄慧覚王調御主

口既に之に命 じて小西方□一 邑之□口と為さしむ。 是れ勝蹟祇園世界、

葉風吹いて桑門竺国の楼台宝地に却（かえ） り 、 光は花県に浮かびた り 。

斯の時僧人は酒掃（そう じ）し、 旦夕香を焚き明 り を口し、 奉事（つか）

ヘ侍（はべ） り 、 懇（ねん ごろ） に祷（いの） れば霊応は労（あまね） ＜ 激（す

みやか） な り 。 時に兵火に遇うと雖（いえ） ど も 兵火耳（ばか り）に自（よ）っ

て、 何んぞ用園の壮観を損なわんや。 己 巳の年拾壷月 初□日に於いて、 聖

駕は西都城に上 り 、 天人順応し、 大いに仁義の兵を興し、 士女は俊（おお

い）に蘇（よみがえ） り 寵明（いつくしみふか） き主を得た り と思え り 。

其の邸に潜みし口 臣部口は本寺に帰 り 、 首（こうべ）を頓（ぬかず）き懇

祇（ねんごろ） に心を盛 く して陳の仁宗皇帝の位 （牌） に黙祷す。 聖上の

光は宝位に臨み、 其の口 口の口已にロロのロロ□皇上の望みに副（そ） い、

皇帝陛下は勅（みことの り ） して喝忠将軍錦衣衛指揮使知号令司力士直金

光殿を賜へ り 。 君臣が魚水の縁に巡 り 合いた り と謂うべく、 此の部枚奉 じ

て乞いロ ロロロロ□名□ ロロロロ ロ材を社に奉事（つかえ）しの因（いん）

が諧（かな） うに因（よ） り 、 易（いず く ） んぞ欣幸に勝（た） えん。 今

絃（こ）の士等は福址もて重ねて修（つく） り 法門は観を改め、 硼（とき）

に之が成るの 日は人欽（よろこ）びて之を慕う。 千載の後をして□口弦れ

ロロロロロロロロならざらしめんとし、 碑文を寺の左に刻ましむ。

銘に曰 く 、 椅（ああ）口明口、 地は口尋常た り 。 （下略）
拿32



このように碑文の冒頭は、 明 慶寺を陳朝の第3代皇帝仁宗（在位 1 278~

1293)が修行した場所と記している。 仁宗は上皇（在位 1293~ 1 308)となっ

た後、 1299 年に竹林派という独自の仏教宗派を創設したことで名高い [Nguy€n
Lang 2000/1973 : 279 - 3 1 2] 。 以後も同寺は、 戦火に遭遇することがあっても仏

寺としての機能は維持されてきたことが述べられている。

続いて 「己巳の年拾壼月 初□ 日 に於いて、 聖駕は西都城に上り、 天人順応し、

大いに仁義の兵を興し」と見 える。 この記事は次のような事象に基づ く ものと

思われる。 『大越史記全書』 本紀、 巻十四、 己 巳端慶五年( 1 509)+—月 の条

によれば、 黎朝第 8 代皇帝の威穆帝（在位 1 504 ~ 1 509)は暴虐で、 宗室も

殺害される者が多かった。 聖宗の孫の簡脩公潔（えい） も 獄に繋がれたが、 西

都 •33 に脱出して反対勢力を結集したと記されている。 碑文の引用部分は、 こ

の状況に関連し 『大越史記全書』 の既述の条文に併記された「是の月 初八日、

簡脩公濠は西都より水歩諸営を発して並び進ましめ、 （下略）」
＊34 という記事

に相応する。

衆望を集 めて威穆帝を廃した簡脩公溌は、 黎朝第 9 代皇帝の襄翼帝（在位

1509~ 1 5 1 6)として即位する。 碑文は続けて簡脩公濠の臣下で、 この明慶

寺の施主または主な寄進者と思われる郡枚について述べている。 彼に関する文

献史料は乏しいが、 この碑文によれば郵枚は簡脩公澄が邸に隠れていた時から

仕えていた臣下である。 そして、 公のために明慶寺に安置された陳朝仁宗の位

牌に黙祷を捧げている。 この部枚に即位後の襄翼帝は、 喝忠将軍錦衣衛指揮使

知号令司力士直金光殿という宮城守備軍指揮官 •35 に任命して彼の忠節に報い

た。 その後の碑文は欠字が多 く 不明瞭である。 しかし、 前後の記事を考慮すれ

ば、 151 1 年にこの部枚が施主となり明慶寺に加えた恐ら く 大規模な修築の記

事と思われる。

碑文の末尾には「洪順三年三月 戴拾捌日、 錦衣衛指揮使知号令司力士直金光

殿部枚」と部枚の名前と、 最末尾に「村人院維精刊」 と碑文を刻んだ人名しか

な く 、 先の 『峨眉寺碑』に記されたような撰者を明示した記載が見あたらない。

社会の混乱した状況下、 碑文撰述にふさわしい肩書きを持つ識者を見いだせな

かったか、 あるいは、 その識者が名前を著すことをはばかったかは明らかでは

ない。 ともあれ上記のような内容以外、 この 『明慶大名藍碑』にも後代のよう

な洞天福地の用語の使用や、 風水の条件の記述はまだ認 めることが出来ない。

2 -2 1 6 世紀前半期の仏寺碑文に見える 「洞天福地」 用語

続いて、 1 6 世 紀初 期からベトナムの仏寺碑文に「涸天福地」用語が記され

始める。 この事象について 2 つの仏寺碑文から考察する。

注 3 3 . . . 西 都 （ T a y
郎） ： 1 397 年 に 胡 朝
( 1 400~ 1 407) 初代皇帝胡

季掠 （在位 1 400) が、 現
タ イ ンホア省ヴィ ン ロ ッ ク
県イ ェ ン ト ー ン社 (Xa Yen 

Ton, huy�n Vinh li)c, tinh 

Thanh H6a) で築いた都城。

注34•••原文「是月 初八 日、
簡脩公潔 自西都発水歩諸営
並進、 （下略）」

注35• ••錦衣衛な ど黎朝時
代の宮城守備軍については
[Le Kim Ngan 1 963 : 90-
96.98-99. 1 23. 1 24] を参照。
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注36… 『 無 為 寺 碑 』 ： 漢
哺研究院所蔵、 請 求 番 号
01942 、 [Ph{lm Thi Thuy 
Vinh 20 14 : 588 - 593] 。

注37•• •原文「（前略） 況甲
宅乙第村、 羅列左山右水景
政諭清節川続。 其東宛然三
神山中央也。 紫極峙 其北、
然五色雲在 目也。 弔其西仙
山沼沼有真龍之盤地。 其望
南方、 泉濯濯有如玉女之捧
鏡。 （中略） 族三界之精英、

惹十方之福寿、 寺与山斉屹、
山与仏斉霊。 其寺之作、 殆
与丑山相為久長与香壌、 好
功徳寧不盤盤聟涙耶。 寧山
福地洞天有二与山相列。 仏
跡以仏名 、 仙山以徳名。 而
尤有験意者、 山不在高有仙、
則 名水不在深有龍、 則證。
無為寺其福地乎。 寺以十二
月 初十 日成、 因磨崖以寿其
伝。 （下略）」

注38• • • 寧山 は、 ベ ト ナ ム
の政書 『歴朝憲章類誌』 巻
ー、 地輿誌、 山南、 応天府、
彰徳県の条に 「寧山は在彰
徳の上県に在 り 。 俯 して は
喝江を臨み、 景到っ て幽雅
な り 。 （下略） （原文「寧
山在彰徳上県、 俯臨喝江、
景到幽雅。 （下略）」）」 とみ
え る 。 こ の彰徳県は 、 上述
し た 現在の ハ ノ イ 市 西郊
チュ オ ン ミ ー県に相当する
[Le Ml;lnh Th at 1 999 : 407-
408, note ( I )] 。 また喝江は、
か つ て は紅河の 一 大支流
で、 ハ ノ イ 市西北約 15km
で紅河か ら 分 か れ て 南 流
す る ダイ ー 河 (Song 斑y)
の こ と で あ る [Dinh Xuan 
Vjnh 2002 : 283] 。

52 洞天福地研究

2 -2 - 1 1 5 1 5 年撰述 『無為寺碑』に見える 「洞天福地」 用語

現ハ ノイ市西郊チュ オンミ ー県ロ ーンチャウ社ヴォ ー ヴィ ー （無為）寺で採

取された 『無為寺碑』•36 しま、 後黎朝前期(1428 ~1526) 末期の洪順七年(1515)

に撰述された [Ph<;1mThi Thuy Vi nh 2014 : 589] 。 その本文第 9 行目から第 1 6

行目に、 以下のような記述が見える。

（前略）況や甲宅 乙第の村、 左に山、 右に水羅列し、 景は政 （まさ）に清 （よ

き山）樟 （ぞびえた） ち川饒 （ め ぐ）れるを諭 （あき ら）かにす。 其の東

は宛然たるかな三神山の中央なり。 紫極 （山）は其の北に峙し、 五色の雲

然 （も）えて目に在る也。 其の西に弔 （み ちわたり）しは仙山にして逼沼

として真龍の盤 （わだかま）る地有り。 其の南方を望まば、 泉の濯濯 （か

がや）いて玉女の鏡を捧げる如き有り。 （中略）三界の精英を族 （あつ）め、

十方の福寿を草 （あつ）め、 寺は山と斉 （ひと）しく屹 （そばだ）ち、 山

は仏と斉しく霊たり。 其の寺の作りは、 殆ん ど紐の山と久長を雷壌 （天地）

と興 （とも）に相為す。 功徳を好んで寧 （いずく）んぞ盤盤 （まがりくね）っ

て涙を聟 （つつ）しまざらしめんや。 寧山の福地洞天は二つながら山と相

列する有り。 仏跡は仏を以って名とし、 仙山は徳を以って名とす。 而して

尤 （もっ）とも意を験 （ため）す者有るは、 山は高きがゆえに仙有るに在

らず、 則ち名あればなり。 水は深きがゆえに龍有るに在らず、 則ち霊あれ

ばなり。 無為寺は其れ福地なるかな。 寺は十二月 初十日 を以って成り、 磨

崖に因っ以って其の伝を寿 （ことほ）ぎたり。 （下略）•37 

ここには、 まず無為寺周辺の地形として、 東に三神山 （蓬莱、 方丈、 温州）

の中央に比した山、 西に仙山という山、 北には紫極という山が囲み、 南には光

輝く泉があるという一種の理想的な風水条件 ［石田 1994 : 125-127] [Ngo 

Nguyen Phi 2002 : 433] が記されている。 そして 「寧山 •
3
8 の福地洞天は二

つながら山と相列する有り。 」 という洞天福地に係わる文章を続けている。

2 -2 -2 1 528 年撰述 『祥先寺碑』に見える 「洞天福地」 用語

旧ハータイー省フ ールオン社( Xa Phu Lu叩g, tinh Ha Tiiy) で採取された明

徳二年( 1 528) 撰 『祥先寺碑』
＊39 は、 莫朝( 1527 ~ 1677) の盛 期(1527

~1592) に、 北部ベトナム各地に残された石碑の中で現存最古のものとされ

ている [ Di nh Khi\c Thuiin 20 I O  : 1 7 ] 。 その本文第 1 行目から第 4 行 目にかけて、

以下のような記載がある。

（前略）古人、 嘗って祥先寺□口を靱 （中略）北は口口を望み （中略）口

□西は桐江の浪を据 （く）み、 湖山口 口挙げて目前に集まり、 是れ畿内の



第一福地と為すなり。 此れ兵焚（へいせん）を経て、 梁棟は敵傾（かたむ）

き、 遺跡荒れ□□（後略）
＊400 

原文は磨耗部分が多い けれ ども、 本稿筆者が拓本で視認できる所では 上記の

ように、 古人が嘗て創建した祥先寺という寺は、 北に某所を望み、 西方に桐江

と湖山があり、 これら が「挙げて 目 前に集めしむ」 と、 風水の好条件を列挙す

る文脈がまずある。 それに続いて「これ畿内第一の福地と為すなり」と記され

ている。 これは風水の好条件が福地を醸成するという概念が明示されていると

言えるだろ う。 また同第 1 4~1 8行目に記された銘文中の第 2行目（本文第

15行目）に も 、

注 39 . . . 『 祥 先 寺 碑 』 ： 漢
哺研究院所蔵、 請求番号
25579 ( I ) 、 [Oinh Kh紅
Thuan 201 1  : 67-68] 。

注40• •原文 「（前略） 古人
嘗荊祥先寺□口 （中略） 口
□北望□口 （中略） 口□西
掴桐江之浪、 湖山口口挙集
目前、 是為畿内第一福地也。
此経兵焚、 梁棟敵傾、 迫跡
荒□□ （後略）。」

注 4 1 … 原 文 「 歴 歳 既 久、
追跡就荒、 福基未墜、 好景

歳を歴ること既に久し く 、 遺跡荒に就 （つ） け ども、 福基未だに墜ちず、 難忘。 妥集善衆、 共駕慈航。 」

好景は忘れ難し。 妥 （ ここ） に善衆を集め、 共に慈航に駕せんとす
＊41

0

と刻まれ、 歳月 が流れて遺跡が荒廃しても 、 福の基盤はまだ墜落せず、 この

景地が忘れがたいので、 善男善女が共に慈航つまり仏像を迎えた、 という記述

がある。 さ ら に銘文の第 5 行目 （本文第 1 8行目） 最終行 は、 その末尾を 「千

年の福地、 悠久にして彊（きわ）まり無し（原文 「千年福地、 悠久無彊。 」）」

と結んでいる。 これは寺院建築が滅んで も 風水上の好条件は不変であることを

意味している。 要するに風水上の好条件を備えた場所が 「福地」なのである。

この碑文の撰者は、 本文第 27 行目に 「口口栄禄太夫礼部左侍郎東閣学士兼

知昭文館秀林局正治上卿羅山曽軒黄激一清誤」 とあり、 礼部の次官が撰述して

いる。 このことは、 当時の文人官僚に風水の好条件を備 えた場所が「福地」 で

あるという意識が存在 したことを示している。

小結

以上のように、 16世紀前期の仏寺碑文に 「福地」思想の記述が現れは じ める。

これは本稿 4 で考察するように、 この時期か ら 道教思想がベトナムの知識階層

ヘ前代よりも 一層普及定着してきた ことを示す事象と推測される。 こうした事

象を考慮すると、 1 5 47年頃に著された旧編 『伝奇漫録』 の 「徐式仙婚録」 に

おいて洞天が言及されるのは、 上記のような洞天福地思想の普及を反映してい

るものと思われる。

3 ． 南岳魏華存と交州の関係

こ こでは、 『伝奇漫録』の 「徐式仙婚録」 に登場する中国の南岳と、 この聖

山を統治する女仙魏華存の信仰が、 ベトナムに も 伝播した可能性を探る。 この

1 6 世紀ベ ト ナ ム に おける道教の展開 53 



注42 … 『三国志』 巻 十三、
魏書巻 十三王朗伝斐松之の
注に 「献帝春秋に日 く 、 孫
策は 軍 を 率い て 閲 越に如
（ ゆ） き 朗 を 討たん と す。
朗 は 舟 を 浮海に浮かべて、

交州に走らん と 欲す。」 ［原
文 「献帝春秋日、 孫策率軍
如閲 越討朗。 朗貶舟浮海、
欲走交州。」 と ある。

注43• • •原文 「呉書曰、 翻
始欲送朗到広陵、 朗惑王方
平記、 言、 疾来遮我、 南岳
相求、 故遂南行。 既至候官、
又欲投交州、 翻諌朗曰 、 此
妄書耳 、 交州元南岳、 安所
投乎。 乃止。」

注4 4 • • 原文「建初八年、（中
略） 旧交趾七郡貢献転運，
皆従東冶迂海而至。」

注45• • •原文 「大方諸宮青
宮常治処也。」

注46• • •原文 「雷山赤城亦
為司之府。 唯太元真人南岳
夫人 在焉。」
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問題について、 唐代の『伝奇』に表わされた元柳二公伝ならびに 1 5世紀成立

のベ トナム説話集『嶺南拙怪』の「越井伝」な どから考える。

3 - 1  交州 に南岳がある と い う 虚説の存在

中国の南岳と北部ベ トナム方面との関係は、結局虚構と見なされたとは言え、

2 世紀 ごろから史上に現れはじめている。

『三国志』巻十三、 魏書巻十三の王朗伝によれば、 建安元年( 1 9 6)に会稽

太守の王朗（ ？ ～ 22 8)は、 孫策に敗れて交州へ逃亡しようとしていた。『三

国志』 巻五十二、 呉書巻十二 ＂叉 虞翻伝の斐松之の註が引用する『呉書』 に

以下のような記述がある。

呉書に曰く、 翻は始め朗を送って広陵に至る。 朗は王方平の記に惑いて言

わく 「疾（すみやか） に来た り て我を遂（むか） えよ。 南岳は相求めん」と。

故に遂に南に行かんとし、 既に候官に至る。 又交州に投ぜんと欲す。 翻は

朗を諌めて曰く「此れ妄 り なる書なるのみ、 交州に南岳無 し、 安 （いず）

くにか投ずる所ならんや」。 乃ち 止める
＊43

孫策に敗れた失意の会稽太守王朗は、 仙人王方平の預言書のような書物に従

い、 ついに現在の福建省福州市に該当する候官まで来て、 そ こ から南岳に行く

ために交州へ赴 こ うとした こ とが記されている。 こ こ では、 虞翻が「交州に南

岳な ど無いのに、 ど こ へ行 こ う とされるのか」と諌めて、 王朗は思いと どまっ

ている。 しかし、 会稽太守の王朗が交州へ渡ろ う としたのは、 南岳が交州に存

在するという、 虚構ながらやは り そういう情報があったから こ そであろう。 こ

れは、 中 国の神仙思想にある南方指向に従って、 「南岳」の範囲の概念が交州

にまで及んでいた こ とを物語っている。

王朗が 「交州の南岳」へ赴くため出発地としてた ど り ついた福建と、 ベ トナ

ムとの関係は密接である。 たとえば、『後漢書』巻三十三、 鄭弘伝に「建初八

年(83）、（中略） 旧来、 交 阻の七郡からの貢物の運送は、 すべて東冶よ り 海

路によって（中央） へ運ばれた。」
・“ とある。 こ こ に記された「東冶」とは既

述の候官の別名で、 共に現在の福建省福州市である。 従って当時、 ベトナムか

らの貢物は、 すべて福建において集散していたのである。 この事象は、 紀元後

一世紀の段階で、 福建とベ ト ナムは海上輸送によって人と物資の流れが密接に

結ばれていた こ とを示している、

一方、東晋の興寧二年( 364 )に始まる魏華存な どの御告げを 筆写した『真諧』

巻九の「大方諸宮の青 君が常に治（おさ） むる処な り 」
・45 の注に、「霜山赤城

は亦司命の府と為す。 ただ太元真人、南岳夫人のみ焉（ こ れ） に在 り •46」とある。

小南一郎は、 こ の部分について「（前略） 南岳夫人の名前が見えて、 恐らく こ



の霜山（赤城山）が道教の内部で南岳に比定されたらしい」 と述べている ［小

南 1 984 : 342] 。 注目すべきは南岳夫人魏華存が所在する霜山について 、 『抱

朴子』 内篇金丹第四に 「今中国の名山、 至るを得るべからず。 江東の名山の往

く を得る者は、 霜山の普安に在り、 長山太白の東陽に在る有り（下略）」
・47 と

記されており、 4世紀に雷山は、 こ れも現在の福建省を指す普安に在ると考え

られていた こ とである。 こ の雷山は、 本稿 1 -3で言及したよ うに中国三十六

小洞天の筆頭となる雷桐山と重なるものに違いない。 そして、 こ の雷山／雷桐

山は、 旧編 『伝記漫録』 に 見える魏華存が住む「浮莱山三十六銅天第六窟」

の注釈にも強く意識されて記されている。 こ の こ とは、 ベトナム人の間で潜在

していた 「霜山／雷桐山は交州の南岳に対置する存在」 という認識の表出と考

えられる。

小南一郎はさらに 「（前略）東華山（方諸という海中の仙島にあるとされ

る山）が霜山と結びついていて、 こ の道教内部の南岳が東海の仙島との連絡か

ら海からそれほ ど 隔たらぬ地に求 められたらしい こ とが推定される（下略）」

[i b id] と述べている。 こ のよ うな情景の設定は、『伝奇漫録』の 「徐式仙婚録」

におけるベトナム中部沖に浮かび南岳魏華存が住まう浮莱山という仙島の構想

を紡彿とさせる。

こ うした中国南部とベトナム北部の関係を勘案すると、 虚説にせよ 南岳が交

州に存在するという情報は、 当時両地域の間で展開していた可能性がある。

そ こ で次節では、 南岳とベトナムの間に 関係が存在した可能性に ついて考え

てみたい。

3 - 2 交趾へ往還する南岳衡山の修行者と南冥夫人

伸縮する仙界・仙島に見える中国・ベトナム間の道教教線の連続性を想起さ

せる仙伝がある。 それは『太平広記』 巻二十五、 神仙二十五、 元柳二公の条で

あり •48、 南唐（923~ 936)沈沿の撰『続仙伝』 からの引用として、 以下の

よ うな記述である。

元和の初 め、 元徹、 柳実なる者有り。 衡山に居れり。 二公は倶（ と も）に

従父（お じ）の浙右に官を為すものあるも、 李庶人の累に連（つら）なり、

各 々 罐愛の州に窟（のが）れたり。 二公は共に行李を結んで往きて焉（こ

れ）を省（みま）わんとし、 廉州の合浦県に 至れり。 舟に登（の）って海

を越え、 将（も）って交趾に抵 （いた）らんと欲っし、 舟を合浦の岸に艤

（つな）ぎたり。 夜、 村人の神を饗（もてな）し、 爾鼓もて 喧嘩（かまびす）

しき こ と有り。 舟人は二公の僕吏（しもべ）とともに斉（みな）往きて焉

（こ れ）を看たり。 夜の将（まさ）に 午（なかば）ならんとし、 俄（にわか）

に馳風歎（た ちま ち）起 こ り、 績（ともづな）を断って舟を慄わしめ、 大

注47• • •原文「今中国名山、
不可得至。 江東名山之可得
往者、 有霧山在普安、 長山
太白在東陽 （下略）」

注48 ・ ・ ・ 『 雲 笈 七 鍛 』 巻
1 1 6、 紀伝部、 南浪夫人の
条に、 「南涙夫人は、 南海
の中に居 り 、 品秩の等降を
知 ら ず、 蓋 し神仙の道を得
たる 者な り 。 元徹、 柳実の
二人有 り （下略）」（原文「南
涙夫人者、 居南海之中、 不
知品秩之等降． 蓋神仙得道
者也。 有元徹、 柳賓二人（下
略）） と あ り 、 以下 『太平
広記』 元柳二公の条 と 同内
容の記載が ある 。 し か し、
元徹、 柳実が交趾に赴こ う
と し た理由を記 していない
な ど、 『太平広記』 の文に
比べてかな り 省略されてい
る。
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注49…原文 「元和初、 有
元徹、 柳実者、 居衡山。 ニ
公倶有従父為官浙右、 李庶
人 連累、 各寵於騒、 愛州。
二公共結行李而往省焉、 至
於廉州合浦縣、 登舟而欲越
海。 将抵交趾、 艤舟於合浦
岸。 夜有村人 饗神、 篇鼓喧
嘩、 舟人 興二公僕吏齊往看
焉。 夜将午、 俄関風数起、
断緻漂、 入干大海、 莫知所
適。（中略 ） 然後抵孤島而
風止、 二公愁悶而捗焉。」

注50· · · 李庶人 ： 唐の李鏑
(74 1 ~ 807) の こ と。 彼

は唐の宗室で、 任地の浙右
（浙江東部） で酒の専売や
水上の運送 を独占するなど
専横を極めた後に謀反 を 謀
るも、 元和二年 (807) に
処刑 さ れる。 『新唐書』 巻
ニニ四上、 列伝ー四九上、
叛臣上、 李綺の伝末尾に、
「葬むるに庶人 の礼 を 以 っ
てせしむ。」 （原文 「葬以庶
人 礼」）」 とあり、 以後 「李
庶人 と呼ぶ。
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海に入りて、 適 （ゆ） ＜所を知らざらしむ。 （中略） 然る後に孤島に抵 （い

た） りて風止みしも、 二公は愁 （うれ） え悶 （も だ） えて焉 （ここ） に砂

（のぼ） れり •490 

唐の元和年間(806~8 20) の初めに、 南岳衡山 に居住する元徹、 柳実と

いう二人が、 交趾へ赴こうとした書き 出しがある。 彼らは、 李庶人
＊50 の謀反

に巻き込まれ、 罐愛の州へ逃れた従父を尋ねようとした。 耀州とは現在のゲア

ン省(Tinh Ngh� An) からハテ ィン省(Tinh Ha Tinh) におよぶ地域である［陳

他 1986 : 875] 。 愛州 は現在のタイ ンホ ア省(Tinh Thanh H6a) [ib id. 6 51] に相

当し、 いずれもベトナム中部北 境に位置する。

廉州の合浦県 （現広西チワン族 自治区北海市の北） に停泊中、 台風に 遭遇し

て慄流した後、 天尊を祀る孤島に漂着した。 そこで 巨大な芙蓉の花が海面に現

れ、 ついでそこから虹の橋を渡 っ て天尊に香を供えようとする侍女に助けを乞

う。 それに侍女が答えて、 さらに以下のように条文が続 く 。

女日 く 「少頃 （しばら く ） して玉虚尊師が 当 （ まさ） に此の島に 降り、 南

涙夫人と会約 （ ま み） えんとすること有るべし。 子は但 （ただ） 堅 く 之に

請えば、 将 （も） っ て遂げる所有らん。」言い屹 （お） わりて、 道士の白

鹿に乗り、 彩霞を取して、 直ちに島の上に降りるもの有り。 二公並びに拝

して泣いて告げる に、 尊師は之を憫 （あわ） れみて 曰 く 、 「子は此の女に

随いて南涙夫人に謁すべし、 当 （ まさ） に帰る期有りて、 碍 （さまた） げ

無かるべし。」（ 中略 ） 一女の未だ拌 （こうがい） をなさず、 五色文彩を衣

（き） て、 皓 （しろ） き玉のごと く 肌を凝 （こ） らし （中略） 見 （あらわ）

れたり。 二 子は告げるに姓と字を以 っ てす。 夫人は之に晒 （そそ）いで曰 く 。

昔時 （むかし） 天台に劉晨有 っ て、 今柳実有り。 昔翫肇有っ て、 今元徹有

り。 昔時劉院有 っ て、今元柳有り。 天に非らずんばあらざる莫 （な）きなり。

二つの楊 （こしかけ） を設けて坐すに、 俄頃 （にわかに） 尊師至り、 夫人

は迎えて拝し、遂に還 （もど） りて坐せり。 （中略） 。 忽 （たち ま ち） ち玄 （＜

ろ） き鶴有り、彩賤 （いろどりがみ） を衡 （ふ く ） み空より至りて曰 く 、 「安

期生は尊師の南浪の会に赴 く を知れり。 暫 く 駕を柾 （ ま ） げられんことを

請う。」尊師は之を読んで、 玄き鶴に謂いて曰 く 、「尋いで常に彼に至るべ

し。」尊師は夫人に語りて曰 く 、「安期生と間闊 （ひさし く あわ） ざりしこ

と千年。 南に遊ぶに値 （あ） わざれば、因 っ て訪れて話しをする無し。 （中

略） 遂に告げて去らんとし、 二子を回顧 （かえりみ） て 曰 く 「子に道骨有

り。 帰れば乃ち難 （かた） からず。 然 （しか） し遡起して相遇い、合 （まさ）

に霊薬相脱 （たま ） わるべき有るのみ。 子は但 （ただ） 宿分もて自 （おのず）

から師有り、 吾は子の師たるに当たらざるのみ。」二子は拝し、 尊師遂に



去れり。（中略） 夫人は侍女の紫衣鳳冠せる者に命じて曰く「客の去らん

とするを送るべくも。 乗る者は所何（いか） にせんや。」と。 侍女曰く 「百

花橋もて二子を取すべきものあり。」二子は感謝し拝して別れんとす。（中

略） 俄（にわか） に橋の長さ数百歩な るもの有り、欄檻の上は皆異花有り。

（中略） '5 1

このくだりで南涙夫人は、 紫の衣を着て鳳の冠をかぶった侍女を使者 として

見送らせた。 この使者は自ら 水仙といい、 番馬の少年との問に子供が出来たけ

れども「夫人は命じて南岳神に与 えて子と為さしめんとす。」（原文「夫人命与

南岳神為子） との命令があった。 そして水仙は、 その子供へ渡すようにと琥珀

の合子を元徹、 柳実に託した。 二人は別れ ぎわに使者に次のように尋ねて、 条

文は続く。

又曰く「玉虚尊師云わく、吾輩に 自ら師有り、師は復（ま） た是れ誰なるや」

と。 曰く 「南岳の太極先生のみ。 当に自ら之に遇うべきなり。」 遂に使者

と別れを告げたり。 橋の需きる所は、 即 ち 昔 日の合浦の舟を維（つな） ぎ

し処なり。 回（かえ） り視れば已に橋無し。 二子之を詢（はか） るに、 時

已に 一十二年なり。 騨愛二州の親属は、 已に殖謝（し） せり。 道を問いて

将って衡山に帰りたり •52
0 

以上の記述で注 目 すべきは、 まず元徹と柳実という二人の修行者が、 南岳衡

山から、 南冥夫人が司る海中の仙島を経てベトナムヘ赴こうとし、 再び南岳衡

山へ戻るという行程が話の骨子になっていることである。 これは、 南岳衡山と

ベトナムの間で道教関係者の往来があったことを反映した概念ではなかろう

か。

そして、 こ の南冥夫人こそ魏華存の化身ではないか と 考 える。 上記のように、

この物語の主 人公元徹と柳実は 南岳衡山の修行者であり、 南冥夫人はその庇

護を行な s った。 また、 二人を見送る使者の水仙が生んだ子供の処遇を、 南岳

神に命じた南冥夫人は、 南岳神を上回る権威を持ち、 実質上南岳を支配する存

在である こ と が示されてい る 。 さ ら に 玉虚尊師が元徹 と 柳実が南岳に戻った後

で師事すべきは、「南岳の太極先生のみ」と述べていることにも注意したい。

『集仙伝』 および 『本伝』 から引用した 『太平広記』 巻五十八、 女仙三、 魏

夫人の条文によれば、 晋の司徒であった魏舒の娘で、 若い時から神仙や真道に

心を寄せていた。 彼女も結婚して 生まれた二人の子供が成長した後、 家族 と 起

居の場所を別 にして斎戒すること三 ヶ月 目に、 神々 が降臨し神仙界に入るきっ

かけとなった事件がおこる。 そのくだりに、

注5 1• • •原文「女 曰、 少頃
有玉虚尊師当此島、 与南涙
夫人 会約。 子但堅請之、 将
有所遂。 言屹、 有道乗白鹿、
駅彩露、 直降於島上。 二公
並拝而泣告。 尊師憫之曰、
子可随此女而謁南涙夫人 、
当有帰期、 可無碍芙。 （中
略）見一女未拌、 衣五色文
彩、 皓玉凝肌、 （中略）ニ
子告以姓字。 夫人 晒之 曰。
昔時天台有劉晨、 今有柳実、
昔有阪滋、 今有元徹、 昔時
有劉翫、 今有元柳、 莫非天
也。 設二楊而坐。 俄頃尊師
至、 夫人迎拝、 遂還坐。 （中
略 ） 忽有玄鶴衡彩賤自空而
至曰、 安期生知尊師赴南涙
会、 暫請柱駕。 尊師読之、

謂玄鶴日、 尋当至彼。 尊師
語夫人 曰、 与安期生間闊千
年、 不値南遊、 無因訪話。

（中略）遂告去。 回顧二子曰、
子有道骨、 帰乃不難、 然遡
逹相遇 ． 合有霊薬相l況。 子
但宿分 自有師、 吾不当為子
師耳。二子拝。 尊師遂去。 （中
略）夫人命侍女紫衣鳳冠者
曰、 可送客去。 而所乗者何。
侍女曰、 有百花橋可取二子。
二子感謝拝別 （中略）。 俄
有橋長数百歩、 欄檻之上、
皆有異花。」

注52• • •原文「 又 曰、 玉虚
尊師云、 吾閉 自有師、 師復
是誰。 日、 南岳太極先生耳。
当 自 遇之。 遂与使者 告別。
橋之證所、 即昔 日合浦之維
舟処、 回視已無橋芙。 二子
詢之、 時已一十二年。 罐愛
ニ州親属 已殖謝芙。 問道
将帰衡山。」
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注53• • •原 文 「忽有太極真
人安度明、 東華大神、 方諸
青童、 扶桑碧阿陽谷神王、
景林真人 、 小有仙女、 清虚
真人王褒来降。褒謂夫人 曰、
聞子密緯真気、 注心三清、
勤苦至芙。 扶桑大帝君勅我
授子神真之道。 （下略）」
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忽 ち太極真人安度明、 東華大神、 方諸青 童、 扶桑碧阿陽谷神王、 景林真人、

小有仙女、 清虚真人王褒来降する有り。 褒は夫人に謂いて曰く、 聞くなら

く子は密かに真気を緯（みち）と し、 心を三清に注ぎ、 勤苦 し て至らんと。

扶桑大帝君は我に勅 し て子に神真の道を授けんとす。 （下略）＊53 

とある。 ここに見えるように、 魏華存を導く神々 の筆頭の称号は太極真人で

ある。 既述のように、 元徹と柳実が南岳に戻った後で師事すべきとされた人物

の名前も「太極先生」 であって、 彼らを神仙界へ導 く 重要人物と して登場する。

以上を考え合わせると、 唐代の頃に南岳の修行者が海路によってベトナムを

往還 し 、 それを魏華存が南冥夫人の名の下に庇護するという話の構図が浮かび

上がる。 このような概念は、 唐代のころ元徹と柳実のような南岳にかかわる修

行者が、 南シナ海を間にはさんで南岳とベトナムの両地域を行き来 し ていたこ

とを反映 して生 じたものではないか。

他にも同様の事例がある。 秦漢時代において中国東北の渤海湾上に瀕流する

蓬莱山に住み、 不老長生薬を持つ仙人安期生は次第に南下 し、 唐代には交州に

隠れるに至る。 これを本稿筆者は、 採薬の法士の南下ならびにベトナムに埋蔵

される丹砂の暗喩であるということを論 じた ［拙稿 2013b : 68-72] 。 また上

記の元徹、 柳実の話の中でも、 ベトナム沖を漂う仙島に安期生が訪れるであろ

うことが述べられている。

以上を考え合わせれば、 海上に浮かび南岳とベトナムの間を慄う仙島とは、

海上を往還する修行者の隠喩であろう。 同時に仙島の漂流は、 海上交通による

道教教線の延伸を象徴するものと思われる。

上記「元柳二公」 の話の主要なモチー フは、 以下の3点である。

① 漂流する島に著名な仙人が集い、 交州 沖の海上に仙境が形成される。

② 仙島自 体、 または橋な ど仙島と他の地域を連結する霊的な交通機関を花で

形容。

③ 仙境 ・ 仙島における魏華存の化身たる南冥夫人と南岳の修行者の遡造。

これらの主要モチー フは、 本稿 1 -1 で述べた『伝奇漫録』の 「徐式仙婚録」

でも以下のように繰り返されているように思われる。

」

主 人 公 た ち が活動 する仙1天尊が祀 ら れ、 玉虚尊師、1羅 ・ 浮の二岳、 蓬莱の諸峯
島 ・ 仙境 南冥夫人、 安期生な ど仙人 三十六洞天な ど仙境が集約

が集う 交州沖の島 した浮莱山三十六銅天 と い
う 神符海口の沖合いに 出現
する仙島



仙 島 自 体、 ま た は仙島 と 他 仙島に 渡る侍女が乗 る 巨大 五彩の雲がわだか ま っ て出
の地域を連結す る霊的な交 な芙蓉の花 と、 仙 島 か ら 元 来 た 蓮 の 花 の よ う な 仙 島
通機関を花で形容 柳二公が陸地へ渡る 「百花 「浮莱山三十六岨天」

橋」

南岳魏華存と 密接な関係を 南岳を支配する 「南冥夫人」 物語の ヒ ロ イ ン縫香の主人
持つ主要登場人物 と南岳の修行者元柳二公 が 「南岳の魏夫人」

以上のよ う な共通点から見て、 ベトナ ムの『伝奇漫録』「徐式仙婚録」は、

『続仙伝』「元柳二公」の主要なモチー フを継承していると考えられる。 そして、

何よりも、「徐式仙婚録」における交州沖に現れる南岳魏華存を重視する視点は、

2 世紀より続く中国人の 「交州の南岳」 と い う 概念が、 1 6世紀ベトナムの文

人にも継承され、 その作品に表出されていたこ とを示している。

3 - 3  ベ ト ナムの古説話集 『嶺南掠怪』 に現れる麻姑と 地下世界

ここでは、中国やその南岳ならびに魏華存 と ベトナムが関係しているこ と を、

魏華存の重要な補佐役である麻姑を通じてさらに考えてみたい。

まず麻姑と魏華存の関係は、 宋の陳田夫 撰述『南岳総勝集』巻上
＊54 に「魏

夫人者、 按内伝、 諒華存 （後略）
”
55」で始まる魏華存の伝記があり、 彼女が天

帝から南岳の支配を命ぜられた後に、 配下の神 々が集まる場面を描写した以下

の記事がある。

（前略） 須央 （しばらく） して 司命神仙沖寂麻姑大仙佐治、 並びに南岳の

洞天福地の仙官、 霊壇の主 なる者官属並びに至れり
＊56

ここで麻姑の称号の最後には「佐治」つまり「治世を佐 （たす） ける」 とあ

り、 魏華存を補佐する役割であることを示している。 この称号は、 麻姑が魏華

存の信仰体系の中で、 重要な位置を 占めていることを物語るものである。

このよ う に、 魏華存信仰体系において重要な神仙である麻姑が、 ベトナムの

説話集『嶺南把怪』の重要な キ ャ ラク タ ー と して現れている。

『嶺南拙怪』は 13 世紀半ばにベトナム陳朝期(122 5~ 1 400) の人、 陳世

法(Tr�n Th€ Phap: チ ャ ン・テ ー・フ ァ ッ プ） が収集したベトナムの李朝(1009

~ 1 22 5)と陳朝時代の伝説・神話が起源である。 それを 14 92年に黎朝( 1 42 8

~ 1 7 89)の京北 道 監察御史の武瑣(Vu Quynh: ヴ ゥ ー・クイン ： 1 453~

1516)が校訂し、 翌 14 93 年に喬富(Kiもu Phu : キエ ウ・ フ ー ： 1 447~? )

が記した序と共に約 42 伝で構成されたものが現行本 である [Dinh Gia Khanh 
19 90 : 6-8]。

注54· · · 『大正大蔵経』 第
5 1 冊、 No.2097所収。

注55• • • 原 文 「魏 夫 人 者 、

按内伝、 諒華存 （後略）」

注56…原文「須央 司命神
仙沖寂麻姑大仙佐治、 並南
岳洞天福地仙官霊坦主者官
属並至。 」
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注 57•• •原文 「（前略） 殷王

感亮徳、 欲報其功、 使麻姑

仙 出 境 尋 之。 時 亮 已 死 於

秦 惟子程偉尚在遊学。 時

正月 上元節、 民遊此祠、 有

献破璃瓶一双。 麻姑手持玩

看、 忽墜地破訣、 衆人捉取

追還。 麻姑衣弊衣、 人不知

其為仙、 遂辱打痛楚。 皆偉

見憐之、 解衣典与麻姑買之、

得免。 麻姑問偉所居． 偉具

道父由。 麻姑始知其為岩御

史之子、 喜謂偉曰、 今吾無

報、 他 日 必有報之。 因授偉

交一束、 謂曰、 謹守此物除

不離其身、 後見人有肉櫻疾

在首、 灸之即消、 必得大富

貴。 偉受之、 亦不知其為仙

薬。」
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この 『嶺南拙怪』の「越井伝」 は、 井戸から不思議な地下世界に通 じる物語

だ。 その文頭の概略は次のようである。

越井は、 武寧郡の都山（現Xa Due Long, huy�n Qu€ Vo, tinh B紅 Ninh)にある。

第 3世雄王( Hung Vuong : ベトナム古代神話の王）の時代、 中国の殷王がベ

トナムを攻 めて鄭山で敗死した。 人々は祠を建てて殷王を祀ったが、 年月 を経

て祠は荒廃したのをベトナム人で御史大夫の崖亮が再建した。

次いで、 以下のよ うに麻姑が登場する記述がある。

（前略）殷王は亮の徳に感 じ 、 其の功に報いんと欲し、 麻姑仙をして境

よ り 出て之を尋ねしむ。 時に亮はすでに秦に於いて死し、 ただ子の雀偉の

みなお在って遊学す。 時に正月 上元節、 民 はこの祠に遊び， 破璃瓶一双を

献ずるもの有 り 。 麻姑は手に持ち 玩びて看るに、 忽 ち 地に墜 ち て破訣す。

衆人は捉え取 り 追って還（あがな）わせしめんとす。 麻姑は弊衣を衣（き）

て、 人は其の仙た り しを知らず、 遂に辱 めて打 ち痛楚（いたみ く る）しま

しむ。 崖偉は見て之を憐み， 衣を解いて麻姑に与えて之を賞（あがな）い

て、 免がるを得しむ。 麻姑は偉の居る所を問うに、 偉は具（つぶ）さに父

の由を道（い）う。 麻姑は始 めて其の雀御史の子た りしを知 り 、 喜んで偉

に謂いて曰 く 「今吾報いる無し、 他 日 必ずや之に報い有らん」 と。 因って

偉に文（も ぐさ）一束を授け、 謂いて曰 く 「謹みて此の物を守 り 、 其の身

よ り 離さざれば、 後に人の肉櫻（こぶ）の疾が首に有るもの見（あら）わ

る。 之を灸すれば即 ち消え、 必ずや得大いに富貴を得ん」と。 偉は之を受

けるも、 亦其の仙薬た り しを知らず •57

以上を要約すれば次のようである。 ベトナム人の崖亮が祠を再建したので、

地下の殷王は、 仙女の麻姑を俗界へ遣わして恩人を探させた。 しかし、 崖亮は

亡 く なっていたので、 その子の崖燐に恩を報いようとした。 正月 十五日の上元

節の殷王祠の縁 日に、 乞食に変装した麻姑が、 縁 日 に売られていた破黎（ガラ

ス）の瓶を壊し責 められているのを崖燐が救った。 そこで麻姑は魔法の女を崖

燒に与えたのである。 上記の文に続いて、 次のような話が続 く 。

富豪の任難の病気を治療したが、 任器の家人は恩を仇で返し、 家で祀る猶狂

神の生贄にしようとした。 危う ＜ 逃げた崖燒は越井に落 ち、 底にいた白蛇のロ

の税を女の灸で治した。 この後、 白蛇は雀燒を殷王の地下宮殿に導き、 そこで

崖燦は殷王から宝の珠と妻を得る。 地上に出た雀燒夫妻を麻姑が迎えた後、 皆

は消息不明となる。

上記ベトナムの『嶺南拡怪』「越井伝」 の原話は、 唐の裟釧（？ ～ ？ ）が著

した『伝奇』の 「雀燒伝」（『太平広記』巻36 所収）と考えられる。 その概略



は以下のとおり。

唐の貞元年間( 785 ~ 805)、 中国の広州に崖燒と い う人がいた。 七 月

十五 日 の中元節に開元寺の縁 日で、 乞食の老婆が酒甕を割って殴られてい

るのを救った。 老婆は御礼に越井岡の文を在燻に贈った。 崖燒は、 この文

で富豪の任盟の病気を治した。 しかし、 悪神の独脚神を祀る任駕は、 皆燐

をこの神の生贄に して恩を仇で返そうとした。 夜間に、 危う ＜ 逃げ出した

崖燐は枯れ井戸に落 ち、 底にいた 白蛇の口の税を、 文で灸をして治した。

白蛇は程燒を古代南越王の趙佗（在位前 203～前137)の地下宮殿に連

れて行き、 そこで程燒は趙佗から宝の珠と田夫人を与 え られた。 地上に

戻った崖焼は、 文をもらった老婆が神仙になる方法を研究した葛洪( 283

~343頃）の妻飽姑と知り、 彼女を探して広州の羅浮山に登って以後消

息不明となる。

両方の物語を比較すると、 ①崖燐という主人公の名前が、 全 く 同 じ である。

②乞食の女性から文を得る。 ③悪神の生贄から逃れて井戸に落 ちる、 ④井戸の

底で蛇を治癒し地下宮殿に導かれる、 ⑤古代の王から美女と珠を得る、 という

大筋も同 じ であり、 ベトナムの越井伝は中国の崖燒伝の翻案であることは 明

らかである。 また 「雀焼伝」の飽姑と 「越井伝」の麻姑、 「崖燒伝」の 「趙佗」

と越井伝の 「殷王」な どの置き換えが見られ、 複数の仮託現象も認められる。

『嶺南梱怪』を、 ベトナ ム語に翻訳し注釈をつけたデ ィ ン ・ ザー ・ カインは、

この 「越井伝」を 「内容と芸術性が劣る」と酷評している[ Dinh Gia Khanh 

1990 : 14, noto (2)]。 彼 は その理 由を特に記していないが、 恐ら く 「越井伝」

があまりにも中国の『伝奇』雀燒伝の露骨な翻案であり、 独創性が無いという

ことなのだと思われる。

このような中国古典文学作品の模倣は、 「越井伝」にと どまらない。 その極

端な事例に、 1479 年に呉士連が編纂したベトナムの史書『大越史記全書』外紀、

巻1 、 鴻厖 紀の条文に記されたベトナム人の始祖の系譜である。

その概要は、 炎帝神農氏三世の孫の帝明が生んだ湮陽王は、 中国の洞庭湖の

神の娘神龍と結ばれ絡龍君を生んだ。 賂龍君の子供の1 人が、 ベトナム人が

実在したと考えているベトナム最初の王国文郎国の王雄王となる。

このベト ナム建国の始祖賂龍君を生んだ洞庭湖の神の娘である神龍につい

て、 『全書』上記本文は 「（湮陽）王竪洞庭君の女を要る。 神龍と 曰う。 賂龍

君を生む も8。 」 と記した後、 続 く 割註に、

注58•• •原文 「（湮陽） 王竪
洞庭君女。 曰神龍。 生賂龍
君。」

注59•••原文 「按唐紀、 湮
陽時有牧羊婦、 自謂洞庭君
少女。 嫁湮／ 1 | 次子、 被馳。
寄書興柳 毅、 奏洞庭君。
則湮川、 洞庭為婚姻、 有 自

唐紀を按ずるに、 湮陽に、 時に羊を牧（か）う婦有り、 自から洞庭君の少 来芙。 」
女と謂う。 湮川の次子に嫁 ぐも、 翻（しりぞけ）らる。 柳毅に書を寄興（あ
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注60…原文「儀鳳中、 有
儒生柳毅者、 応挙下第、 将
遠湘浜。 念郷人 有客於湮陽
者、 遂往告別。 至六 七里、
鳥 起 馬 驚、 疾 逸 道 左。 又
六七里、 乃止。 見有婦人 、
牧羊於道畔。 毅怪視之、 乃
殊色也。 然而蛾瞼不舒、 巾
袖無光、 凝聴翔立、 若有所
伺。 毅詰之曰：「子何苦而
自 辱如是 ？ 」 婦始楚而謝、
終 泣 而 対 曰：「賤妾不幸、
今 日 見辱問於長者。 然而恨
貫肌骨、 亦何能婉避、 幸一

聞焉。 妾、洞庭龍君小女也。
父母配嫁湮川次子、 而夫壻
楽逸、 為婢僕所惑、 日以厭
薄。 既而将訴於舅姑、 舅姑
愛其子、 不能禦。 追訴頻切、
又得罪勇姑。 舅姑毀麒以至
此。 」 言屹、 戯軟流沸 （中略 ）
女遂干襦間解書、 再拝以進、
東望愁泣、 若不 自 勝。 毅深
為之戚。 乃致書嚢中（下略 ）」
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た） へ、 洞庭 君に奏せ しむ。 則ち湮川が、 洞 庭 と婚姻を為すは、 自来 （ゆ

ら い） 有 り •590 

ここには初め「唐の記録を考えると」と記 しているけ れども、 この部分は歴

史書の記述ではない。 8 世紀頃に李朝威という人が創作 した 「柳毅伝」前半そ

のまま 内容の要約である。 こ れも『伝奇』の一つだ。 『太平広記』巻四一 九、

龍二所収の『異聞録』に、 以下の記載がある。

魏鳳中、 儒生に柳毅なるものあり。 挙に応ずるも下代 （落第） し 、 将るに

湘濱へ還 ら ん と す。 郷人に湮陽の客 と なる者有るを念 （おも） い、 遂に往

きて別れを告げん と す。 至る こ と 六七里、 鳥起きて馬驚き、 疾 （はや） ＜ 

道を左に逸れ しこと又六七里に して、 乃ち 止まれり。 見 （あ ら ） われるに

婦人の羊を道の畔に牧するもの有り。 毅ば怪 し みて之を視るに、 乃ち殊色

（ こ とのほか美く しく） ある也。 然 して蛾の ごとき瞼は舒 （おだやか） な

ら ず。 巾 （かぶ り 物） と 袖に光無く、 凝 （じっ） と 聴 （みみをそばだ） て

翔立 （たちつく） し 、 伺う所あるが如 し。 毅は之に詰 （ただ） して 曰く子

は何んぞ苦 しみて自 ら 辱か しむること是 （かく） の如 き や ？」婦は始め楚

（くる） しみて謝 （はじ） しも、 終に泣いて到 （ こ た） えて曰く、 賤妾 （わ

らわ） は幸な ら ず， 今 日 辱 しめ ら れて長者に問われき。 然 し で恨みは肌 と

骨を貫き ， 亦何んぞ能よく婉 （は） じ避けんや。 幸に一たび焉 （ こ れ） を

聞かれか し。 妾は洞 庭 の龍君の小女なり。 父母は配して湮川の次子に嫁（と

つ） か しめ したるも、 夫たる壻は楽逸に して婢僕の惑わす所となり、 日々

以って厭 （き ら） われ薄 （かろん） じ ら れた り 。 既に して将 （も） って舅

姑に訴えたり しも、 舅姑にも毀 （そ し） り闘 （ しりぞ） け ら れ以って此に

至れり。 言い詑 （お） わり、 戯款 （すすりない） て悌 （なみだ） を流す。 （中

略） 女は遂に襦 （はだぎ） の間より書 （てがみ） を解 （ぬ き だ） し 、 再び

拝 して以って進め、 東に望んで愁 （ う れ） い泣き、 自 か ら 勝 （たえ） ざる

ごと し。 毅は深く之が為に戚 （かな） し み、 乃ち 書を嚢中に致 （おさ） め

しむ。 （ 下略） ＊60 

以上の『異聞録』の 「柳毅伝」と、 『大越史記全書』の鴻厖紀の割注の 内容

を比較すれば、 湮陽王という名前は 「柳毅伝」に記された現在の映西省にある

湮陽という地名を写 したものだ し、 彼の妻も「柳毅伝」のヒロ イ ンである。 そ

して 『大越史記全書』より前、 1272 年に編纂されたベトナムの年代記 『大越

史略』 に湮陽王は見えない。 従って、 15世紀に呉士連が『大越史記全書』の

建国神話に唐代伝奇を丸写 し したのである。 こ の事象はまた地底または水底に

展開する仙界、 そ こ に所属する仙女の救助を機縁とする俗世の男性 と 婚姻 と い



うモチー フが、 独立期ベ トナムの知識階層の間でいかに愛好されたかを象徴 し

ている。 そ し て『伝奇』 の「柳毅伝」のモチー フから登場人物、 地名に至るま

で、 ベトナム人の登場が無いまま丸 ごと 民 族の建国神話にそのまま写すという

極点にまでに達 していたことが示されている。

し か し本稿筆者は、 こう した極端な模倣こそがベ トナムの漢文文学の一つの

伝統と思われる。 これはベ トナムにおける識字率の問題に起因 した、 中国文化

偏重によ るものである ［ 拙稿 2013a : 1 10- 111]。 かえって、 ここに取 り 上げ

られた原話やキー ワ ー ドを拠 り 所と して、 往昔のベ トナム人が何を特に尊重 し

たかを知る情報源とすべきである。

この本稿筆者の視点に立脚 してさらに注目すべきは、 原話の「崖燒伝」で主

人公雀燐に救われる飽姑（老婆）が、 ベ トナムの 「越井伝」 では麻姑となって

いることである。 さらに 「程燐伝」では、 崖燐に交を与えた後、 話の後半にお

いて飽姑は登場 しないが、 「越井伝」には、 崖燻が妻と共に麻姑に迎 え られる

文章が加わっている。

エ ミ ール・ ガスパルドンは、 「徐式仙婚録」が正にこの「越井伝」 を原案と

していることを、 すでに 自著のベ トナム漢籍解題 「安南書誌」の中で指摘

し ている[ Gaspardone 1934: 129]。 ガスパルドンは論拠を挙 げてはいない

ものの、 恐らく上記の「崖燦伝」に登場する飽姑が、 「越井伝」では麻姑に変っ

ている点な ども考慮されたと推察される。

このよ うに麻姑が繰 り 返 し 登場 し て大きな役割を与 え られていることは、

15世紀までのベ トナムの知識階層において、 麻姑につい て認知が相当あ り 、

人口に謄炎 していたと推測される。 ひいては、 このよ うな受容の中で麻姑の周

辺の重要な人物についても15世紀までには認知され、 16世紀に著された「徐

式仙婚録」における魏華存の登場に繋がるものと推測される。

3 -4 地下世界を通 じて繋がる中国とベ ト ナム

前節の3- 3で述べた 『嶺南拙怪』の「越井伝」 に見える井戸から出入 り す

る地下の仙界、 動物に変身 した龍な どのモチー フ の起源は、 劉宋の劉義慶（403

~ 444)が著 し た『幽明録』 における「痴龍珠」の下記の条文に、 古い原型

を留 めている。 また、 この条文には地下世界の通路という隠喩を借 り た中国ベ

ト ナム間の遠距離往来が示唆されているよ うだ。

漢の時 洛（陽）の下に一洞穴有 り て、 其の深さを測かれず。 一婦人の夫

を殺さんと欲っするもの有 り て、 夫に謂いて曰 く 、 「未だ嘗つて此の穴を

見ず」と。 夫は 自 ら逆 しまに之を視んと して穴に至るに、 婦は遂に推 して

下（おと）し、 多くの時を経て底に至ら し む。 婦は後に飯物を榔（なげ）て、

之を祭らんと欲っするが如 く す。 此の人顛墜（らっか）する時に当た り て
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注 6 1 … 原文「漢時 、 洛 下

有一洞穴、 其深不測。 有一

婦人欲殺夫、 謂夫曰、 未嘗

見此穴。 夫 自 逆視之至穴、

婦遂推下、 経多時至底。 婦

於後憫飯物、 如欲祭之。 此

人当時顛墜悦惚。良久乃蘇、

得飯食之、 気力小強。 周皇

覚路、 初得一穴、 便葡旬従

就、 崎蛭反側、 行数十裏、

穴買、 亦有微明、 遂得寛平

広遠之地。 歩行百余裏、 覚

所践如塵、 而聞糠米香 、 唆

之。 芽美過於充餓。 即裏以

為糧、 縁穴行而食此物。 既

盤。 復過如泥者、 味似向塵 、

復資以去。 所歴幽遠、 裏数

難詳。 口就明広 、 食所資盛、

便入一都。 郭郭修整、 宮館

壮麗、 台樹房宇、 悉以金睫

為飾、 雖無 日 月 、 而明途三

光。 人皆長三丈、 被羽衣、

奏奇楽、 非世間所聞。 便告

求哀、 長人語令前去、 従命

前進。 凡過如此者九処。 最

後所至、 苦餓鞍。 長人指中

庭ー大柏樹、 近百園、 下有

一羊、 令脆将羊須、 初得一

珠、 長 人取之、 次将亦取、

後将令咳、 即得療磯。 請問

九処之名、 求停不去。 答曰、

君命不得停。 還問張華、 当

悉此間。 人便随穴而行、 遂

得出 交郡。 往還六七年間 、

即蹄洛。 問華、 以所得二物

視之。 華云、 如塵者是黄河

下龍涎、 泥是昆山下泥。 九

処地仙名九館大夫。 羊為痴

龍、 其初一珠、 食之与天地

等寿、 次者延年。 後者充餓

而已。」
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悦惚たり。 良（やや）久しうして乃 ち蘇（よみ）がえり、 飯を得て之を食

して、 気力は小（やや）強し。 周皇（あわ）てて路を覚（もと）めんとし、

俯って一穴を得て、 便（ただ）ちに旬旬して従い就（おもむ）くも、 崎謳

（けわ）し く 反側（ころ び）やすし。 行 く こと数十里にして穴は寛（ひろ）＜ 、

亦微（かす）かに明り有り、 遂に寛平にして広遠の地を得たり。 歩み行 く

こと百余里、 覚（おぼ）うるに践（ふ）む所は塵の如く， 而して糠米の香

りを聞き、 之を唆（くら）う。 芽（かお）りは美（よ） ＜ 餓（うえ）を充

（みた）すに過ぎたり。 即 ち襄（おさ）めて以って糧と為し、 穴に縁（そ）

いて行 く に此の物を食せしも、 既に證（つ）きたり。 復（ふたた）び泥の

如き者を過 ぐ。 味は向（ さ き）の塵に似たり。 復（ふたた）び資（たま）わっ

て以って去る。 歴る所は幽（くら） ＜ 遠く、 里数も詳（つまびらか）にし

難し。 明る ＜ 広き所に口就（おも）むくも、 食し資わりし所も盛きんとす

るに便（すなわ）ち一都に入る。 郭郭（みやこの く るわ）は修整（ととの）

い、 宮館は壮麗、 台樹房宇（うてなとへや）は、 悉く金睛を以って飾りと

為し、 日 月 無きと雖も、 明りは三光を通（こ）ゆ。 人は皆長（たけ）三丈

にして羽の衣を被（き）て、 奇（めずら）しき楽を奏し、 世間に聞く所に

非ず。 便 ち告 げて哀を求 めるに、 長人語りて前（さ き）に去 さ ら令（し）

め、 命に従いて前に進む。 凡そ過 ぐるに此（か く ）の如き者は九処 。 最

後に至る所に、 餓鞍（うえ）に苦しむ。 長人の指 さ す中庭に一つの大いな

る柏の樹の百もて園（かこ）むに近きものあり。 下に一羊有り、 脆（ひざ

ま）ずいて羊の須（ひ げ）を持（つまみと）ら令（し）むに、 初めて一珠

を得、 長人は之を取る。 次に将って亦取り、 後に持って唆わ令むに、 即 ち

隈（う）え療（いや）すを得たり。 請うて九処の名を問い、 求め停（と ど）

まりて去らず。 答えて曰く、 「君の命は停まるを得ず。 還りて張華に問はば．

当（まさ）に此の間を悉（つ く ）すべし」 と。 人は便 ち穴に随（した）が

いて行き、 遂に交郡に出るを得たり。 往き還ること六七年間、 即 ち洛に帰

りたり。 華に問うに得し所の二物を以ってし之に視せしむ。 華云わ く 、「塵

の如き者は是れ黄河の下の龍の涎（よだれ）なり。 泥は是れ昆山（毘裔山）

の下の泥なり。 九処の地仙は九館大夫と名ずく。 羊は痴龍（みず ち）にし

て、 其の初 めの一珠は、 之を食すれば天地と寿（よわい）を等しうし、 次

なる者は年を延ばす。 後の者は餓えを充（みたす）のみ」と
拿61
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この話には、 「越井伝」が踏製した地下宮殿 ー 龍蛇あるいはその化身の案内

な ど共通の概念が見えることから、 「崖燒伝」のモチー フの原型を形成した小

説の一つに違いない。 それと共に、 この 『幽明録』の記載には、 漢代の洛陽か

ら地下道があり、 中国の地下世界が交郡つまり交州の中心地である交趾郡まで

連なっている、 という概念が存在していることにも注 目したい。 遊佐昇は、 中



国の四 川地方で信仰された仙人厳君平に関係する道観の井戸が、 遠隔地に も係

わらず互いに通 じ合っている伝説について、 それは 「井戸で繋がる土地と土地

の間に、 交流（情報の交換）が存在していた ことを直接意味しているはずであ

る。 」 ［遊佐 20 15 : 4 1 8] と述べている。

これらを勘案すれば、 神仙の住む地下世界を通 じ てベトナムと中国が通 じ て

いるという ことは、 陸地において も 道教関係者が両方の地域を往還していた こ

とを隠喩するも のである。 そして、 この神仙思想に 彩色された地下世界 こそ、

やがてベ ト ナ ムにおける洞天思想の碁盤とな っ たと考え ら れる。

小結

以上、 本稿3で述べてきたように、 唐代伝奇小説が長くベトナム文人の関心

を引き、 中で も李朝威が創作した 「崖燒伝」 が、 『伝奇漫録』 の徐式仙婚録の

軍要な骨格として 翻案された ことを認めることができる。

そして、 ベトナムの文人による唐代伝奇「程燒伝」 の精密な模倣は、 すでに

『伝奇漫録』に先立つベトナム説話集 『嶺南掠怪』の「越井伝」 に現れている。

この 「越井伝」 には、 南岳魏華存の重要な脊属である女仙の麻姑が登場してお

り、 ベトナムにおける南岳魏華存信仰の影響の一端が認められる。

この信仰概念の形成は古く、 2世紀末には交州に南岳が存在するという虚報

が既にあり、 会稽太守の王朗を交州へ赴こうとさせた。 王朗が交州への渡航地

点として 至ったのが中国の沿海部である福建である。 この福建地方 こそ古来よ

りベトナムとは海上交通によ っ て密接な繋がりがあっ た。 また、 道教内部には

福建地方の霜山は魏華存が所在する南岳と考えられ、 しか も それが東海の仙島

と連絡しているという概念が存在した。 この事象も 、 南岳とベトナムが繋がっ

ているという概念形成に関与したと思 われる。 このような両地域の繋がりこそ、

南岳の領域が南方へ延伸するという概念を形成したのではないか。 そして、 こ

うした背景か ら 、 南岳の修行者た ちが魏華存の化身と言うべき南冥夫人が支配

する仙島、 いわば漂流する南岳を経てベトナムと行き来する話 も 引き続き創造

されている。 このような状況を勘案すれば、 長く潜在して文献上に表出して こ

なかった とは言え、 魏華存の信仰はベトナムに伝播したと思われる。 その片鱗

が、 中国の『伝奇』の精密な模倣の中に もベトナム人の嗜好が反映された説話「越

井伝」 に、 魏華存と深い関係を持つ麻姑が重要人物として 登場した ことに垣間

見られる。

「越井伝」 はベトナム人不在の物語であった。 一方、 『伝奇漫録』は依然と

して 中国古典文学影響を受けつつ も従来の中国人に替わるベトナム人が登場す

る。 この変化はベトナム知識層の中国文化模倣一辺倒か らの脱却と、 新たな独

自性の創造を象徴している。 そして、 『伝奇漫録』 の 「徐式仙婚録」 において、

ついに魏華存が現れる。 これは、 15世紀の中国文化接受が振興した ことにより、

1 6 世紀ベ ト ナムにおける道教の展開 65 



注 62…原文 「神投山、 羅
城、 清花二郷界山也。 （中略）
初李聖王攻占城欲済海、 姻
浪不能済。 祈干山神、 遂得
済運、 還即立祀於此。 」
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前代から潜 在していた南岳ならびに魏華存信仰あるいは傾仰が表出したものと

言えるだろう。

省みれば「徐式仙婚録」には、 魏華存が住む仙島の中の洞 天という設定が表

現されている。 この設定にこそ、 仙島と地下世界という隠喩によってなぞらえ

られた、 中国ベトナム間における海と陸との道教教線延伸の概念が一つとなっ

て反映されていると考えられる。

4 徐式洞周辺が洞天福地に選定された理由の試考

本 章では、 「徐式仙婚録」の重要な舞台が、 なぜベトナム中部北端の愛州、

現在のタインホア省東北境に出現した仙島に設定され、 洞 天と称せられたのか

について試考する。

4 - 1 神符海口 と その周辺における信仰

南岳魏華存の仙島が現れた神符海 口は、 かつて神投海口とも呼ばれた。 それ

は、その近傍に神投山という聖 山にちなむ。 1307年から 1340年の間に成立し、

ベトナム人の著作として現存最古の史書である黎則 撰 『安南志略』巻一、 山の

条文に、

神投山、 羅城、 清花二郷の界 山なり。（中略） 初め李の聖 王 占城を攻めん

とし海を済（わた） らんとするも、 姻浪もて済ること能（あた） わず。 山

神に祷りて、 遂に済り運ぶを得、 還 り て即 ち 祀を此に立てたり。 （ 下略）
•62 

という記述が見える。 ここに 「羅城、 清花」と見える。「羅城」は都の外周

の城壁という意味であるが、 前後の脈絡か ら 考えれば現在の北部ベトナムの紅

河デルタを指すに違いない。 「清花」 は現在の中部ベトナム北 境のタ インホア

省である。 そして上記のように、 この神投山は、 ベトナムの北部と中部の間に

位 置する 自然の境界地点となっている。この山の後背山脈タ ームディエ ッ プ（三

畳） 山脈はベトナムの北部と中部の間に位 置し、 その西北か ら 発して東南へ約

80kmに亘り延伸して海岸に至っている。 正にベトナムの北部と中部の間に位

置する 自 然の境界線である。 その海岸へ延びた山脈の先端部分が、 神投山なの

である。

この神投山の近傍にある海 口は、 カ ーン河(Song Can )の河口の一つで今は

沖積土で塞がれている。 しかし、 かつては紅河デルタに居住するキン族の諸王

朝が、 占城などと呼ばれた南方チャ ム族のチ ャ ンパー王国へ侵攻する際の出発

地点であった。 上記のように、 李の聖王すなわち李朝(1009~1225)の第



3代皇帝聖宗（ 在位10 54~ 1072)が 1069年に 占城遠征を行った時、 この

渡海地点で、 荒れやすい南 シナ海の海況に直面し、 この神投山の山神に祈 り を

捧げて航海の成功を祈っている
＊
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そして注目すべきこ とに、 李朝期の神投山には山神 と 俗界に介 在する道士が

存 在していたようである。 それは、 胡朝(1 400~ 140 7)の王子である黎澄

(137 4~1 446) ·54 が、 明代中国において著した『南翁夢録』の「歴浪真人」

の条に以下の記述があるからである。

宋の仁宗の時、 安南の李王親（みず） から舟師を率いて占城を伐たんとし、

神投海口に至るも、 風浪連 日 航海するを得ず。 近 く の山に道士独 り 庵の中

に居るを聞き、 乃ち 召して祈祷を請 う 。 道士曰 く 、 王 自（おのず） から福

力有り。 臣万一の憂い無きを保たんけ れば、 明 日の発行に疑慮を生ずるな

かれ。 夜半ばにして風止み、 詰旦（あけがた） 行きて海外に至り、 遠く望

まば風浪は山の如 き も、 舟師の向 う 所寧静た り 。（中略） 師還 り て神投山

に至る。 道士迎へ見（あらわ） るるに、 王喜び謝して慰労す。 道士 曰 く 、

臣王の福重きを知り、 故に憂い無し。 此れ神が王を祐（たす） けしのみに

して、 臣にはあらざるなり。 之を郷人に問わば曰く、 道士は此（か） れよ

り 薬を採 り て久しく庵に 在らず。 王大いに之を異（ふしぎ） とし、 封 じて

堅浪真人 と 為 さ しめた り 。（中略） 其の後裔の羅脩なるもの、 進士に挙げ

られ陳の芸王に仕え、 官は審刑院司に至 り て卒す。 余の親（みず） から識

る所なり
＊
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この記事は幻想的な内容である。 しかし、 その末尾に書かれた付記に認めら

れるように単なる完全 な創作ではな く 、 1 4~ 15世紀に生 きた作者黎澄自身

の身近な見聞を元に著されている。 この付記に記された羅脩 •66 しま、 『大越史記

全書』 本 紀、 巻七、 陳紀の隆慶二年(1374)二月の条に、 三甲と呼ばれる三

組に分けられた科挙の進士合格者の、 第二組である第二甲の別称黄甲の筆頭 と

して記されている[Ng9 Due Th9 199 3: 58]。 従って、 羅脩は実在の人物であっ

て、 その先祖の道士堅浪真人とその神符海口にお ける活動は、 1 4~ 15世紀

当時、 リ ア リ テ ィ をもって語られていたことが窺える。 そして、 当時以下のよ

う な概念が存在したこ と になる。

① 神符海口付近は、 北部ベ ト ナムの住民から見れば、 チ ャ ンパー など外国へ

の入り口であり、 いわば異界との境界地点であった。

② チャ ンパー遠征のような 同地から外洋への進出は、 南シナ海の過酷な海洋

環境に直面した。

③ 神符海口付近には堅浪真人という道士が居住し、 航海困難な海況を道教の

注63••• 渡海するのに、 海
神 ではな く 山神に祈 る の
は、 奇異な感 じがする。 し
かし、 長 く 信頼に足る海神
を 持たなか ったキン族は、
既存の山神に対して航海の
成功を 祈ったのである。 こ
れらの事情については ［拙
稿 200 1 b] を 参照 さ れ た
し ヽ。

注64 …黎澄は、 ホー （胡）
朝 ( 1400 ~ 1407) の 初
代皇帝胡季係の長男で、 後
に明に仕えて火薬兵器の
開発に大功 が あ り、 官位

は エ 部 尚 書に至 った ［張
1 992 : 55 - 6 1 ] 。

注 65••• 原 文 「 宋 仁 宗 時、

安南李王親率舟師伐占城、
至神投海口、 風浪連 日不得
航海。 聞近山有道士独居庵
中、 乃 召 請 祈祷。 道 士 曰、
王 自有福力。 臣保万ー無菱、

明 日発行勿生疑慮。 夜半風
止、 詰旦行至海外遠望風浪
如山、 舟師所向寧静。 （中略）
師遠至神投山。 道士迎見、
王喜謝慰労。 道士曰、 臣知
王福重 、 故無憂。 此神祐王
爾、 非臣也。 問之郷人 曰、
道士自 此採薬久不在庵。 王
大異之、封為座浪真人 。 （中
略）其後裔羅脩者、 挙進士
仕陳芸王 、 官至 審刑院司
而卒。 余所親識也。」

注66… 『大越史記全書』
当 該箇所原文 「廷試進士、

賜状元陶師錫 （中略）黄甲
及第同及第羅脩等、 並賜宴
襲衣出身有差。」 （進士を廷
試し、 状元を 陶師錫に （中
略）黄甲及第、 同及第を羅
脩等に賜り、 並びに宴、 襲
衣 を 賜るも出身に差有り）
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注 67 • • •原文 「会試。 天下

挙人、 応試者五千人、 取陳

翼等六十一人、 吏部以其名

聞。上親策問以帝王理天下、

（中略） 太常寺卿厳琳進読

試巻。 上覧、 賜第一甲黎益

沐、 水棠県清朗人、 前為道

士。 （下略） 」
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祈祷によって制御した。

このような概念の存在は、 かなり早期から神符海口地域は道教職能者との関

係が生 じていたことを窺わせる。 こうした背景の延長上に、 仙界の存在が認め

られる海島と沿海地帯の接合という思想上の概念が、 中部ベトナム北境の神符

海口付近でも再現されたのである。

本稿3-1 で述べた仙島と沿海地域との関係には、 ベトナムの場合 2 つの方

向性があるようだ。 一つは、 仙島が陸地へ移行して地上の福地へ変化するもの

である。 これは北部ベトナムの福地安子山の形成で見られた ［ 拙稿 2013b ]。

反対に、 陸地の道教拠点が海上へ進展するものであったようである。 徐式が訪

れた仙島は、 後者の事例であり、 中部ベトナム北境の神符海口付近の道教信仰

環境が、 概念上で海へも進展したのではないか。 この後者のような概念が『伝

奇漫録』の作者翫嶼の 「徐式仙婚録」 構想の中に存在した可能性がある。

4 - 2 1 5 世紀末～1 6 世紀ベ ト ナムの道教

本稿 2 -1 - 1 で述べたように、 14 97 年という 『峨眉寺』 が成立した時期は、

黎朝皇帝聖宗の治世の最末年に 当たる。 聖宗は、 儒教の精神に従い科挙制度や

官僚制度の改革と充実に勤 め黎朝に最盛期をもたらした皇帝として名高い[Le

Thanh Kh6i 1955 : 222- 231, 1981 : 225-24 5] 。 同時にこの聖宗は天命思想

を固 く 信 じた結果、 宮中への落雷は皇帝の不徳を天が与える懲罰と考えた。 そ

の対処として道士が主催する霊宝謝雷解厄道場な どの道教儀礼を、 都の昇龍（現

ハノイ市）宮城内において、 中国宋朝首都の大道宮に倣った景霊宮で頻繁に挙

行している ［ 拙稿 2009 : 436 - 4 4 2 ]。 また聖宗の臣下や親族は、 聖宗を玉

皇上帝が人間界に賜った仙童と信 じていたようである [ i b id. : 4 4 4  - 4 4 6] 。

このようにベトナム儒教を隆盛に導いた聖宗とその周囲の人々 は、 一方にお

いて道教にかなり親和性があったと考えられる。

そして、 この聖宗の治世の後に、 ベトナム道教界出身者が、 科挙官僚層の一

翼を担うようになった事象にも注意したい。 『大越史記全書』 本紀、 巻十四、

景統五年(1502) 二月 の条文に、

会試あり。 天下の挙人の試に応ずる者五千人、 陳翼等六十一人を取り、 吏

部はその名を以って聞す。 上は親（みず） から策問するに、 帝王天下を理

（お さ）むを以ってす。 （中略）太常寺卿厳琳は試巻を読まれんことを進む。

上は覧（み）て、 第一 甲を黎益沐、 水棠県清朗の人、 前に道士を為すに賜

る。 （下略）•67 

とあり、 黎益沐の割注に「水棠県清朗の人、 前に道士を為す」と記さ れている。



このように、 聖宗の長男であり父を継いで黎朝の第六代皇帝になった憲宗（在

位 1 49 8~1 50 4) によって、 道士出身者が科挙合格者の首席に選ばれている。

もっとも黎朝期の官僚には、 1 5 世紀前半に道士出身で礼部侍郎を務めた程全

陽がいる［拙稿2013a

: 113] 。 しかし、 彼が科挙出身官僚であるかどうか 明らかではない。 一方、

黎益沐の場合は、 科挙を経て官僚となっていることに注目したい。 この事象は

ベトナム道士の儒教的素養が 向上したことを示すものである。 そして同時に、

聖宗の儒教振興政策を通 じて、 ベトナムの知識階層における中国文化の受容も

広 く 振興された結果が 1 6世紀になって表出した こ とを象徴する事象であると

言える。

また 157 4年（明、 万暦 2 ) の自序がある厳従簡 撰 『殊域周杏録』巻 6、 安

南の条には、 こ の 撰者が知見したと思われる 当時のベトナムに所 在した書籍名

が列記されている。 その中に、

（前略） 井 （ なら ） びに禅林・道録なれば、 金剛・玉枢、 諸仏経雑伝井 （ あ

わ ） せてこれあり。

という一節がある。 こ の「禅林 ・ 道録」以下の部分は、 「禅林」 こ と禅寺で

は『金剛経』、 「道録」こと道教官僚においては『玉枢経』 が使用される主要な

経典であるという意味に解釈できる。 『玉枢経』の正式名は、 『九天応元雷声普

化天尊玉枢宝経』と呼ばれ道蔵の洞真部本 文類第25冊に収められている。 こ

れは、 道教の雷神である九天応元雷声普化天尊を教主 とする経典である。 この

事象は、 1 5世紀後半に黎朝の聖宗が落雷に対処するため宮 中で挙行した道教

儀礼に引き続き、 16世紀の道教官僚の間でも雷神信仰と結合した道教が継承

されていた こ とを示している ［ 拙稿200 6 : 93] 

さらに、 官界だけではな く 1 6世紀初期の北部ベトナム民間における道教信

仰の普及を示す事例がある。 それは本稿2- 2- 1 で、 1 511年 撰述『明慶大

名藍碑』に言及した際に引用した『大越史記全書』本 紀、 巻十四、 己 巳端慶五

年(1 509 )十一月 の簡脩公澄に関する条分と同 じ十一月 の箇所に記されながら、

その前に先立つ記事である。 以 下のように、 襄翼帝の暴虐を示す事例の一つで、

（前略） 法門の呪術を禁 じ 、 道士の道を奉 じし者は髪を剪らしめ、 髪を長

く するを得ざらしむ。 以っての故に舗舎市陣の先に師を者奉ずる者は之を

蔵（かく） まい、 後に教えを承け業を承けたり。（ 下略） •68 

と見える。 こ こ には法門
＊69 という道教系祈祷師の呪阻と、 道士の長髪が禁

じられた こ とが述べられている。 重要な ことは、 さらに続けて「舗舎市騨の先

注68 • • 原文「（前略）禁法
門之呪術、 道士奉道剪髪、
不得長髪。 以故舗舎市牌奉
先師者蔵之、 後承教承業。
（下略 ）」

注69• • • こ の法門について
は ［ 拙 稿 1994 : 5 1 5 
5 1 6] を参照されたい。
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に師を者奉ずる者」つまり市場や商店に従事する人 々 が、 こうした道教系宗教

職能者を匿い、 匿った道士等から教えや業を学んだということである。 この記

事は、 当時の商人たちが道教系宗教職能者を信仰していたと同時に、 宗教弾圧

を機会に、 その専門知識を学習継承しようとしていたことを示している。 この

記事は、 16 世紀ベトナム北部において道教信仰が一般社会にかなり普及して

いた状況を物語っている。

その反面、 洞天福地や、 風水な どのテクニカ ルタ ームは、 北部ベ ト ナ ムにお

いてまだ十分に普及していなか った状況があっ た。 それが本稿2 - 1 で述べた

ように 1 497 年 撰述 『峨眉寺碑』 1 51 1 年 撰述 『明慶大名藍碑』 二つの仏寺碑

文に反映されたと考 えられる。

しかし、これ ら 1 51 5 年 撰述 『無為寺碑』 や 1 52 8年 撰述『祥先寺碑』によっ

て 16 世紀前半期までにベ ト ナ ム北部では風水思想をともなった 「福地」 の概

念が仏教界にも普及していたことが窺 える。

16 世紀前半期までに、 道教が仏教界に浸透した事象を象徴するものとして、

16 世紀の莫朝期に、 仏寺内に玉皇上帝像の合祀が始まっていることが挙げら

れよう。 たと えば、 莫朝の興治4年( 1 59 1 )に刻まれた『新造玉皇諸仏宝光

寺碑記』 ·10 には、 陳翰茂等の善男善女が己丑年（興治2年 ： 1 589 )2 月 6日

に宝光寺のために新造した 7 躯の諸像の 筆頭に玉皇の名を挙げている。 さら

にこの碑名 自 体、「玉皇」を「諸仏」に先んじて記していることにも、 当時の

仏教界における道教信仰の台頭 が認められる。

小結

『伝奇漫録』 は、 上記のように仏教界にまで洞天福地という道教用語が浸透

した 16 世紀半ばに創作されたものである。 この時期こそ、 ベ ト ナ ムの知識階

層に蓄積されてきた道教の諸要素が、 ようや く 咀哨され広範囲に普及した時点

と考 えられる。 このような時代において、 院嶼の 『伝奇漫録』「徐式仙婚独自

性を帯びた洞天思想を展開したのであろう。

結論

1 5世紀後半に黎朝の聖宗とその周辺の文人官僚による儒教ならびに中国文

化の受容は、 仙伝文学につらなる神仙思想など道教の諸要素の受容も促進して

いる。 それも 1 5 世紀は概ね中国の仙伝文学の受容の仕方に見られるように完

全な模倣の時期を経過した。 その一方で、 陸路と海路から中国の道士たちは、

継続してベトナムに渡来していた。 そうした行動の暗喩として、 地下世界を経

由し、 あるいは仙島が漂流して中国からベ ト ナムヘ慄流する話が、 繰り返し伝

えられてきたのである。 この種の仙伝文学は単なる虚構ではな く 、 その創作の



背景には中国道教の教線の絶 え間ざる延伸 と い う 事実が存在した と 考 え ら れ

る。

これらの概念に象徴されるようなベトナムと中 国の間における連続した道教

の伝播の過程で、 ベトナムにおける 中 国の道教の普及とその咀哨も行わ れて

いった と 見られる。 それは 16世紀初期までに、 道教信仰がベトナムの一般社

会へかなり普及していたこ と でも確認できる。 その事例として『大越史記全書』

の端慶五年 ( 1 5 09) 十一月の条文に記された、 市井の人々が贔眉の道士を

持つだけではなく、さらに自らその技を学ぼうとしていた事象が挙げられよう。

この記述は、 前世紀の道教受容の蓄積時期を経て、 16世紀初期のベトナム

北部 に お いて道教信仰が一 般社会に かなり普及していた状況を示すものであ

る。 上記の背景を元に、 この 1 6世紀には中 国道教文化の咀哨も進み、 従来ベ

トナムで行われて きた文化模倣の伝統を継承しつつも、 少し変化と独創の色彩

が加わる。 その一つは『嶺南拙怪』の「越井伝」に登場する麻姑が、『伝奇漫録』

の「徐式仙婚録」に 見 える魏華存に変わったこ と である。 ここで注 目すべきは、

まずこれ ら のベトナム仙伝文学に、 麻姑と魏華存という南岳に関係する主要神

仙が継続して登場することである。 この事象は、 三国時代から中 国人の概念上

に存 在した南岳とベトナムの関係が、 ベトナム仙伝文学の中に反映したものと

推察される。 次に既存の地底または海上に展開していたベトナム人が抱く仙界

の概念の恐 らく延長上に、洞 天福地 と い う 新たな宇宙観が加わったこ とである。

このような 変化は、 長らくベトナムの碑文に見られなかった洞天福地 の思想

が、 16 世紀前半から仏教寺院の碑文に書き足されていく過程にも現れている。

1 5 世紀から 16 世紀における、 このよ う な道教のベトナム社会への普及と

ベトナム人に よ る道教文化の咀噌が、『伝奇漫録』の 「徐式仙婚録」の 中 に結

実したのである。
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